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震災を通じて感じたこと‥
　今回の未曾有と言われる震災で私が感じたことを
３点ほど、お話したいと思います。
　１点目は、人間の「力」の弱さと強さです。これまで
も人間は、幾多の震災から学び、対策を講じてきまし
たが、自然の大きさの前では、人間は小さく、無力な
存在であると感じました。
　一方で、被災者の方の秩序ある避難所生活など、
日本人の倫理観の高さには改めて敬意を払うもので
あります。海外からの支援も含めて、自然と手を差し
伸べてくれる多くの人たちの存在を実感することも
できました。
　あわせて、復旧に際してのチームワークのすばらし
さには胸打たれました。
　２つ目は、環境とエネルギーに関してです。私も一
介のエンジニアです。自動車づくりの中で環境・エネ
ルギーの課題に一生懸命対応していたつもりでした
が、まだまだ考えが甘いと反省をしております。
　「環境」や「資源」「安全」を後世に伝え、残していくこ
とが我々の務めと再認識致しております。
　３点目は、日本の価値観や社会の在り様が変わって
くるのではないか、いや、変わって欲しい、と思います。
　これまで日本人が忘れかけていた、「人と人との絆」
や「思いやり」などの倫理感が再認識され、経済性最
優先から、ヒューマニティ溢れる社会・コミュニティー
づくりや、人を中心としたモノ創りの在り様が問われ
るといったように変化して欲しいと思います。

これからの「モノ創り」
　リーマンショック、東日本大震災以降、世界が新た
な時代に向かって、政治、経済、産業、社会等世の中の
フレームワークが大きく変化しようとしています。
　その中で、資源を持たない日本は、やはり知恵と技
術による“モノ創り”で頑張る以外に道はないと思い
ます。
　｢研究と想像に心を到し、常に時流に先んずべし｣
これは豊田佐吉翁の言葉です。私はこの言葉をトヨタ
グループのモノ創りのフィロソフィーだと思います。
　あらゆる領域において、私達は、基本に忠実に、新

しい技術・新しい仕事にチャレンジし、時代の変化に
柔軟に対応していかねばなりません。
　そして常に、謙虚にモノ創りに励んでいかなくては
ならないと思います。人類には、未だ知られていない
事、出来ない事が“無限”にあります。
　謙虚とは慢心・傲慢を戒め、しかしながら、信念を
持って努力することだと思います。
　又、「クルマは何万点の部品から構成されており、
当然1人で作ることは出来ません」。ボルト１本無くて
もクルマを完成させる事は出来ない訳です。
　これを実現するのはチームワークです。
　多くのサプライヤーの皆さんを含め、チームで、職
場で、助け合いながら大きな力へと変えていく事が
必要です。
　そうして初めて良い品質の、良い製品を、創り出す
事が出来ると思います。
　そういった意味で、３つの「わ」、「harmony」（和）

「network」（輪）「conversation」（話）を大切にした
いと思います。
　その為に、どの様なコミュニケーションをとるかと
いう事が、重要な事になります。
　真のコミュニケーションは、メールやＩＴだけでなく、
現場：現地に出向いて状況を知って、現物：現物を見て
状態を知って、現人：実際に関係している人達と向き
合うことが大切です。
　「企業は人なり」「モノ創りは人づくり」いろいろな言
い方をしておりますが、チーム、組織の中で、我々が
ついつい失いがちになるのが「自分」です。
　是非、「自分づくり」を大切に、「謙虚」に、人に教え教
えられ、車に教え教えられ、互いに成長し、仕事をして
いく上で、自分の仕事を好きになっていくことが大切
だと考えます。
　人知の及ぶ範囲は実に小さいものであります。で
も逆に考えれば、まだまだ進化をするということです。
　したがって、謙虚に、愚直なまでに、そして地道に地
に足をつけて一歩一歩進めて行きたいと思います。
　当工業会も、日本での｢モノ創り｣を強化するため
に、皆様の御協力を頂きながら、この難局を一緒に乗
り越えていきたいと思います。

副会長　服部 哲夫
関東自動車工業㈱・取締役社長

これからの「モノ創り」

巻頭言
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秋季会員大会開催される

会長の挨拶
　本年の通常総会で、皆様のご推挙により、車体工業会会
長を務めることとなりました水嶋でございます。会員の皆
様には、日頃から当会の活動にご支援・ご協力をいただき、
誠にありがとうございます。
　また本日はご多用中にもかかわらず、このように多くの
会員の方々にご出席をいただき、秋季会員大会を開催す
ることができましたことを心より感謝申し上げます。　
　先ほど事務局に聞きましたところ、２８０名以上という当
会始まって以来最大の参加申込みをいただいたとのこと
で、たいへんうれしく思っています。

　さて、歴史的な大震災からの復旧、復興もまだまだ不十
分な段階ですが、欧州を発端とした世界経済の不安、円高
に伴う国内空洞化問題、タイの洪水被害等、次から次への
難題に皆様のご苦労もたいへん多いことと思います。
　本年度４月～１０月の当会会員生産台数を見ますと、震
災後のサプライチェーン寸断の影響により前年比約１５％
減の１１１万台強となっていますが、委託生産車を除く当会

特有車種をみますと、約６万台とちょうど前年同等レベル
になっています。
　なお、直近の３か月を見ますと、会員全体で前年比１０％
増、当会特有車種で１７％増と前年超えが続いており、生産
台数から見れば、復旧したと判断できると思います。

　それでは、当会の事業計画の進捗状況について簡単に
述べさせいただきます。今年度は「会員への支援活動の充
実」「安全対応活動の推進」「環境対応活動の推進」を重点
に活動しております。
　まずは一点目の「会員への支援活動の充実」ですが、年
度前半は震災影響のフォローを最優先してまいりました。
政府や関係官公庁から各種調査依頼をはじめ、復旧支援
策やさまざまな特例が膨大に展開になりましたが、会員の
皆様に「必要な項目は洩れなく」を念頭に展開させていた
だきました。また、これに関連した規制緩和や特例設定の
要請活動も実施し、特に要望の強かった「中型車ポスト新
長期規制の適用延期」はお客様とのトラブル回避に有効で
あったと考えております。
　二点目の「安全対応活動の推進」では、後部突入防止装
置の法規改正への対応、トレーラ安全性向上策の共同開
発、長期使用車の保守点検方法の見直しなどに取組んで
あり、概ね計画通りに進んでおります。
　最後の「環境対応活動の推進」では、ＣＯ２、ＶＯＣ、産業
廃棄物の削減とも、皆さまのおかげで、今年度目標もほぼ
達成出来る見込みとなりました。新たに本年度から設定した

「新環境基準適合ラベル」、通称「ゴールドラベル」の運用
も、会員への取得支援活動、社会へのＰＲ活動とも積極的
に開始し、既に10社51機種で適合認定となりました。
　以上のように、本年度事業計画は概ね順調に進捗してい
ると判断しておりますが、引き続き「会員の皆様のお役に
たつ車体工業会」を念頭に活動して参りますので皆様方の
ご支援、ご協力をよろしくお願いします。

　さて、本日は第４２回の東京モーターショーの開会日で
あり、先程、私も開会式に出席してまいりました。今回の
モーターショーは、交通の便の良い東京ビッグサイトに会
場を移すなど、いろいろな活性策を打ち出してきましたが、
このショーが国内需要喚起のきっかけになること願ってお
ります。
　我々の車体部門としては、東館屋内に３社出展し、東館

屋外には８社１２台での「働くクルマ合同展示場」を設置しま
した。出展料を出来るだけ安くというコンセプトのため、多
少、簡素ではありますが、「車体業界の認知度向上」に寄与
出来る、立派な展示場が出来ました。後ほど、是非とも東館
屋外にお寄りいただけますようお願いします。

　最後になりましたが、会員各位のご健勝とますますのご
発展を祈念いたしまして、開会のご挨拶にかえさせていた
だきます。

　2011年度秋季会員大会が、第42回モーターショーに合わせて
１２月２日、ビッグサイトに隣接する東京ベイ有明ワシントンホテル
「アイリス」にて開催され、過去最大となる280名が参加した。
　水嶋会長の挨拶に続いて、服部副会長による乾杯で懇親会が
始まり、終了後は東京モーターショーを見学した。

水嶋会長

服部副会長 過去最大となる280名の会員間の親睦が図られた。



� �NEWS特集

環境対応事例発表会を開催
　環境委員会(委員長・服部哲夫・関東自動車工業㈱社長)は、１０月１３日に自動車
会館内くるまプラザにて環境対応事例発表会を開催した。本年度は４３社７６名が
参加し、会員相互の環境技術情報共有化を図った。服部委員長から「自動車産業
を取り巻く課題は“6重苦”をはじめいろいろと数多くあるが、当会は会員に役立つ
活動を更に進めていきたい。厳しい中ですが、今回の発表事例を皆様で共有し、取
り巻く環境課題に対し、積極的に対応していただきたい」との挨拶があった。

新工場における環境への取組み
工務部副部長
八巻　洋賢氏
１．新工場への移転経緯
　当社は1950年に東京都蒲田で
設立、10年後に相模原に移転し50
年間に渡り操業、その経過と共に建屋・生産設備の老朽化
及び周辺地域の大幅な環境変化により、2007年10月に
移転を意思決定し、本年6月に宮城県に移転した。その新
工場における環境への取組みを紹介する。

２．新工場づくりのコンセプト
１）コンパクト【Compact】
 ・	シンプルで高密度、中身の充実した高効率な工場
２）フレキシブル【Flexible】
 ・	生産変動、車種切替えなど柔軟に対応できる工場
３）ハーモニー【Harmony】
 ・	地域との共生 ・ 環境技術 ・人を大切にする工程
以下一部を紹介する。

１）コンパクト化への対応
①組立工場へオフィス、監査場を集約化
 ・	１Ｆに監査場、２Ｆにオフィス(全部署)を集約し、現地・現

物重視、意思決定のスピードＵＰを図った。
②必要に応じ

た建屋形状
 ・	単純な建屋形状ではなく、必要に応じた形状とし建屋の

面積・容積を最小化。
③生産ラインのコンパクト化
 ・	組立のシャシ(床下)工程に床上自立台車を採用
 ・	同シャシラインにおいて、従来の縦流しから横流しにし、

大幅に工程長を短縮
 ・	新塗料採用により、中塗り乾燥炉を廃止
 ・	徹底した省エネ機器でエネルギー費は計画の４０%削減
2）フレキシブル【Flexible】への対応
 ・	生産変動、車種切替えなどに柔軟に対応できる工場

３）ハーモニー【Harmony】への対応
①工場全体配置に地域との共生を配慮
 ・	 プレス工程(震源･音源)は住宅地との遠方化を図った。
 ・	物流アクセスの最短化、I/Cの近接化
 ・	 物流車両の一般道路への乗入れしないルートの取決め
②奥州街道の移設
 ・	もともとの奥州街道をルート変更して継承

 ・	工場法面を遊歩道とし、東北の気候に適した高低木
27,000本を植樹

3.環境対応の主な実施項目
主な実施項目

1 建屋のコンパクト化（工程短縮、高さ縮小化）
2 ガス⇒電気ヒートポンプ化（GHP⇒EHP）

3 高効率コンプレッサー導入
（小型8台を負荷に応じ可変運転）

4 搬送スピードUPによる溶接ロボット数の削減
5 冷凍機の電動化
6 超高付き回り性電着塗料の導入
7 中上塗り塗料の水性化
8 ベースの2回塗り⇒1発塗り化
9 中塗り乾燥炉の廃止（３ＷＥＴ工法）
10 塗装ブース長の短縮
11 塗装ブース空調のリサイクル（準備室、他活用）
12 ボデー搬送のフリクション化
13 吊りレス化（オーバーヘッドコンベア）
14 空調設備の省力化
15 締付け工具の電動化（１５％→５０％）
16 無動力搬送（コロコンで３０ｍを傾斜流し）
17 簡易搬送台車（チャリンコ台車）の導入
18 Sub-Assy部品加工の近接化

4.まとめ
　関係自治体や関係会社のご協力で、最新鋭の環境対応
工場が完成した。今後とも更なる向上を図っていきたい。

セントラル自動車株式会社

　当社は、鉄道・建設機械・特装車・
橋梁・農業用プラントなどの製造販
売を事業とし、ISO14001を全工場
に導入し環境対応に取組んでいる。また、毎年「社会環境
報告書」を発行し、開示している。

　今回、日本自動車車体工業会（以下、車工会）の環境負荷
物質（以下SOC）フリー宣言推進活動に沿って、特装車(架装
車両)に対してSOC削減の取組みを行ったので紹介する。
１．SOC削減活動の開始
　当社で製造している特装車は、少数多品目であり、同一
ラインに多種の車体が流れ、架装する機器や装備も車種
ごとに大きく異なっているので、一斉にSOC削減対応にす
るのは大変困難を伴うことが予想された。このため各部か
らスタッフを集めSOC削減ワーキンググループを立上げ、
取組み方法を検討した結果、販売台数が多いものを最優
先で対応させ、他車種は順次対応することとした。最初の
対応車種はLPG（液化ガス）タンクローリ／トレーラ、LPG
バルクタンクローリ、民生バルクタンクローリ、LNG(液化
天然ガス)タンクローリ／トレーラの６車種とした。

架装車両ＳＯＣ削減取組み
輸機・インフラ本部技術部
柘植　真武氏

日本車輌製造株式会社

NEWS特集

服部副会長
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２．SOC削減取組みと問題点
　ワーキンググループで検討した結果、問題点の多くはサ
プライチェーンとのやりとりで、納入品のSOCエビデンス
をどのように取得、あるいは非含有品に変更するかなどで
あった。これらは100社以上あるサプライチェーン各社へ
個々にSOC含有調査及び対応依頼を実施した。又、社内工
程についても問題点を洗い出したが、たいへん多くの課題
が出たため、SOCフリー対応をされている車工会会員会社
の工場見学も行い、当社に合致した管理手法を検討した。

３．対応
　以上の調査検討結果により、購入品にSOCフリー品採
用までの「購入品フロー」と、生産ラインの「実務フロー」に
内容を分け、それぞれのフロー図を策定し運用の検討を
行った。
　購入品フローは、SOCフリー適合品を決定、管理番号を
設定し、補給部品にもSOCフリー品を補給できる体制を整
えた。また一部についてはSOCフリー品採用のために設
計の構造変更も実施した。
　実務フローではライン上にSOC対応車種以外にも流れ
ている製品があるので、管理番号未確認品をSOCフリー
対象車に配膳しないように仕分け手順を確立した。
　副資材については車種に限らずにラインすべてをSOC
フリーに置き換えることで対処することとし、混在等による
トラブルを無くした。
　以上の対応を経て2011年10月1日付受注分以降の該
当車両はSOCフリーとする体制とした。

４．まとめ
　今回のSOC削減の取組みは、サプライチェーンを改め
て確認するよい機会となるとともに、現業部門全員への環
境の意識付けにも寄与できた。更に今後は６車種以外の特
装車にも採用していくことを計画している。
　これからも環境に優しい製品の生産を通じて、社会の期
待と信頼に応えていきたい。

１．発表の概要
　弊社は水質汚濁防止法・大気汚
染防止法が成立した1970年代前
半に創業した分析機関。これまで、40年間近く工場からの
排水・排ガス中のカドミウム、鉛などの分析を実施してき
た。近年のグリーン調達の動きに合わせて、8年前より製
品中のELV（SOC）指令やRoHS指令（ELVの電気・電子
版）に対応した分析を、国際基準であるISO/IEC17025に
て認定を受けた試験所（RoHS 6物質について国内で初め
て取得）にて実施している。また、一昨年度のJABIA分析補
助サービスについても協力させていただいた。これらの経
験を踏まえて、今年の発表会では弊社の概要説明・法令説
明に続いて、分析法の概要、分析事例報告（サンプルの準
備～報告書び見方）などについて発表を行った。

２．分析方法について
　ELV指令の分析方法は基本的には項目が重なるRoHS
指令の公定法（IEC62321）に準拠し部分的に各自動車
メーカーにより異なる仕様がある。大きな流れは以下の通
り。均一な試料をを準備し、蛍光X線によるスクリーニング
検査を実施し、不合格（グレーゾーン）の場合はICPなどに
よる詳細分析を実施する。このようなELV分析以外にも弊
社では自動車関連では内装材からのホルムアルデヒドやト
ルエンなどのVOC分析も実施している。

３．弊社の特徴～世界標準のエビデンスの必要性～
⑴	ISO/IEC17025取得ラボで認定マーク付き
　報告書を発行
⑵	一昨年度の分析補助サービスを含め多くの実績
　（1000社以上、年間1万検体以上を分析）
⑶	スクリーニング
　～詳細分析までご依頼は簡単5ステップ ！
　　全て自社ラボで対応するので低価格、短納期

均
質
材
料

結
果
報
告
・
対
策

蛍光X線検査
スクリーニング

ICPなど
精密分析

不合格

合格

合格

不合格

　この発表は会員各社の今夏の
節電対応事例を車体工業会環境
委員会工場環境分科会にてまとめ、委員の私が代表して
紹介するものである。
1．節電の考え方
　： 省エネとピークカット活動（図１）
　省エネ活動とは、照明のLED化やエネルギーのムダを排
除するといった電力使用量の低減によりCO2低減、コスト
削減を図る活動である。一方、ピークカット活動とは、コスト
発生を伴う可能性のある対策により、電力使用制限値オー
バー分を電力使用制限時間外へ分散させる活動である。

2．電力使用制限の達成
 　: ピークカット活動と省エネ改善への発展
　－短期的改善を継続的な改善に－
　エネルギーの平均的な使用を伴うピークカット活動を実
施するためには、「制限値を超えない監視と仕組み」が必要
である。その例として「電力の見える化」や「デマンド電力常
駐監視による電力管理値超過時の対応フロー」の作成や
訓練があげられる。
　応急的な処置の意味合いが強い今年の夏期の「ピー
クカット活動」を今後は、恒久的な対応でコスト低減を図る

「省エネ活動」へ発展させる必要がある。以下に、今回の
ピンチをチャンスへ結びつけた対応事例をあげる。
3．節電対応事例の紹介
　節電対応事例は、「ピークカット事例」、「省エネ事例」、

「ピークカット&省エネ事例」に分類した。
○ピークカット事例
 ・	エンジンコンプレッサーのピーク需要に合わせた運用
 ・	自動販売機の使用電力の削減（図２）

節電対応事例の紹介と今後の活用に
ついて～ピンチをチャンスに～

東急車輛特装株式会社
生産本部生産部生産技術課
岡　誠一郎氏

車体工業会　環境委員会

⑷	グリーン調達から事業所の環境分析・コンサルティング
までワンストップ !  経験豊富な営業担当及びアシスタ
ントが丁寧に対応

⑸	EUや現在検討が進んでいる中国のグリーン調達規制
の動向についても、メルマガなどで情報提供

　日本には様々な分析機関がある。ELVに関しては、第三
者による分析は必須ではないが、分析費用は大量処理によ
り確実に迅速、安価になる。更に、部品のエビデンスはサプ
ライチェーンを通じて完成品に繋がっていく。完成品は日
本だけではなく世界に出荷されるため、世界標準の認定を
受けている証明書は、その部品の信頼性を高める重要な
要素でもある。

環境負荷物質規制と検査の動向
製品分析課課長
山本　太一氏

日本環境株式会社

（図1）
（図2）

ⓐ	設置台数の削減
ⓑ	輪番稼動
ⓒ	ゾーンクーリング機能による冷凍時間

のカット
・	 塗装工程の勤務を夜勤へシフト電力使

用制限時間内のピークカット
 ・	躯体蓄熱による温度管理
	 昼休みのような使用電力の少ない時間

帯に、エアコンを28℃以下にて稼動さ
せて事務棟を冷やすことで午後のピー
ク電力を抑制する。
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　企業の社会的責任（CSR)として
公害・環境・廃棄物・リサイクルなど
の問題に対して、積極的に取組み、
地域・地球環境問題の解決・資源の有効利用、循環型社会
の構築に貢献することが求められている。
１．環境基準適合ラベルについて
　「環境基準適合ラベル」は、使用済み架装物の解体作業の
容易化を図り、再生資源の利用や適正な処理を促進する“環
境にやさしい車体”であることを証明するラベルである。
　2004年度に制定した「環境基準適合ラベル」は貼付率
が向上したため“より環境にやさしい架装物”をめざし、一
層高いレベルでの新たな環境３要件を追加した「新環境適
合ラベル（通称：ゴールドラベル）」を追加設定した。
「新環境基準適合ラベル」で追加された貼付基準
①	商用車架装物の使用材料のリサイクル率が95％以上

であること
②	日本自動車車体工業会における「環境負荷物質自主取

組み基準」を満足していること
③	当該製品が、第三者機関が認定した環境認証取得工場

で生産されていること（具体的には次のいずれか）
　・ ISO14001
　・ エコアクション21(EA21)

２．環境基準適合ラベルの取得について
　申請の基準から申請及びラベル購入に至る業務は
JABIA規格で確認できる（当会ホームページの会員専用
ページから閲覧可能）。

３．当会のゴールドラベル普及活動について
 ・	社会への周知活動として、新聞、雑誌などでの広告掲載

9回、トラック協会等他団体機関誌でのPR4回実施
 ・	会員への取得支援活動として、各種説明会を実施中
 ・	なお、交通エコロジー、モビリティ財団の「グリーン経営

認証制度」によって当会の「環境基準適合ラベル」は推
奨されており、ラベルが貼って
あることで環境にやさしい車
体であることが証明されること
が、認知されてきている。

「新環境基準適合ラベル」の紹介

車体工業会 環境担当部長
山田　徳善氏

車体工業会　環境委員会 ISO14001による第三者認証制度について
説明者 ： ㈳日本自動車研究所　武石哲夫氏
　PDCAサイクルが出来ているかどうかをISO14001第
三者認証制度によって客観的に認証されることで、公平
性、独立性、透明性
が確保される。
　環境マネジメント
システムとは、「環境
保全」を確実に進め
るための管理の仕
組みであり、世界共
通の手順である国際規格である。PDCAによる品質管理
サイクルに基づいている。

エコアクション21による第三者認証制度について
説明者 ： EA21地域事務局　盛山保雄氏
　エコアクション21とは、環境省による環境活動評価プロ
グラムを基に2004年に環境経営システムの認証を受ける
ことができる全国的な認証・登録制度として発足した。
　特徴的な点は次の３項目
⑴	規模が小さく効率的な環境経営システム
⑵	必要な環境への取組を規定 
　①	必ず把握すべき環境負荷の項目として、CO2、廃棄

物、化学物質の排出量及び総排水量を規定 
　②	取組み項目として、省エネルギー、廃棄物の削減・リ

サイクル、有害化学物質の削減及び節水の取組みを
規定 

⑶	環境レポートの作成と公表が必須 

エコアクション21（EA21）とISO14001との違い
分類 項目 EA21 ISO14001

システム 構築・ランニング ○効率的 ×重い

環　境

環境負荷削減の
直接要求 ○有 ×無

環 境 負 荷・取 組
チェックリスト ○有 ×無

経　済

国内商取引 ○有利 ○有利

国際商取引 ×現時点では
　無関係 ○有利

燃料代、光熱費、
水費等 ○削減 △効果小

業務効率化 ○経費削減
△ランニン
グコスト高
い

審査・登録料 ○手ごろ ×高い

社　会
環境レポートの
公表 ○必須 ×要求事項

では無い
認知度 △高まりつつある ○高い

「下請適正取引ガイドライン」説明会を開催
　11月17日、自動車会館くるまプラザで「下請適正取引
等の推進のためのガイドライン」についての説明会を開催
した。22社45名が参加、講師に、はっとり経営労務事務所・
中小企業診断士 服部 源二氏を招き、下請代金法や望まし
い取引事例（ベストプラクティス）について、具体例を交え
ながら、解説を受けた。

下請代金法
　下請代金法の目的は、下請業者に不利となる違反行為
の要件を明確化にすることで、迅速かつ効果的に、下請取
引の公正化と下請事業者の利益の保護を図ることにある。
下請代金法のポイント
1.	親事業者・下請事業者の定義
	 「取引の内容」と「資本金の額」で明確に区分すること

で、自社の立場がわかりやすくなっている。

2.	親事業者の義務
①書面の交付
②書類等の作成及び保存義務
③下請代金の支払期日を定める義務
④遅延利息の支払義務

3.親事業者の禁止事項
　禁止事項が下記のように細かく定義されており、優越的
地位の濫用＝「取引上の地位が相手方に優越していること
を利用して、正常な商慣習に照らして、不当に取引条件や
実施について相手方に不利益を与える行為」を防止する。
①受領拒否
②下請代金の支払い遅延
③下請代金の減額

3億円
（5千万円）

1千万円
（1千万円）

親事業者

親事業者 下請事業者

以下
超下請事業者

④返品
⑤買いたたき
⑥購入・利用強制
⑦報復措置
⑧有償支給原材料等の対価の早期決済
⑨割引困難な手形の交付
⑩不当な経済上の利益の提供要請
⑪不当な給付内容の変更及びやり直し

望ましい取引事例（ベストプラクティス）
　親事業者と下請事業者、両者のwin-winの関係づくりを
目指した望ましい企業間取引の事例のことである。
　苦しい時こそ、それを共に乗り切る共存共栄のための運
命共同体との認識の上、国際競争下において、互いに改善
案を共有し、コストを低減できるような生産性向上を図り、
その成果を両者でシェアする関係を構築して、両者が適正
な利潤を得るような取引が望ましいとされている。

＜各産業ごとの具体的な事例は中小企業庁・ベストプラク
ティス集を参照＞
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/2009/
download/091102ShitaukeBestPractices3rdEditon.pdf

下請取引の適正化による成長力の底上げ
　日本の自動車産業が今まで培ってきた日本的慣行調達
戦略を「協調的投資促進型調達慣行」として、その合理性
を再評価し、さらに発展させたのが「自動車産業適正取引
ガイドライン」であり、自動車産業全体の成長力の底上げ
を推進している。

＜詳しくは、経済産業省「自動車産業適正取引ガイドライ
ン」を参照＞
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/2009/
download/091102ShitaukeBestPractices3rdEditon.pdf
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希望と元気を車体にのせて
　日本自動車車体工業会は、12月2日～11日、東京ビッグサイト
で開催された「第42回東京モーターショー2011」に出展した。
　「働くクルマが大集合！ ～希望と元気を車体にのせて～」を
テーマに、車体工業会合同展示として、トラック・バン等架装各
社が屋外展示スペースに出展、開放感あふれる展示スペース
において、架装会社は環境に優しい電動塵芥車・車両運搬車、
また軽量化を図ったアルミバントレーラ等を出展した。
　この合同展示は当会会員の出展希望会社が一同に集まり、
当会の認知度の向上、当会会員会社の紹介及び働くクルマの
PRを目的として行なった。
　また、小型ボデーメーカーは東1ホール屋内にて、各社単独
で出展、人や環境・地球にやさしい小型コンセプトカーや最新
のバッテリー式冷凍車等の展示を行った。

＜開催概要＞

第42回東京モーターショー2011に出展

展示期間中、多くの来場者に配布
されたモーターショー用に作成さ
れた当会のパンフレット。当会及
び会員各社の様々な取組みを広
くPRできる機会であった。

多くの来場者で賑わう展示会場

広々と開放的な屋外展示スペース

たくさんの人が集まるデモンストレーション

展示車両を撮影する来場者も多く見られた

働くクルマへの関心は予想以上に高い

日産車体㈱のブース

関東自動車工業㈱の展示ブース

トヨタ車体㈱のブース

日　　時	 12月2日㈮～12月11日㈰
会　　場	 東京ビッグサイト　東屋外展示場及び東１ホール
合同出展	 極東開発工業㈱、新明和工業㈱、須河車体㈱
	 ㈱タダノ、日本トレクス㈱、日本フルハーフ㈱
	 ㈱パブコ、富士重工業㈱
単独出展	 関東自動車工業㈱、トヨタ車体㈱、日産車体㈱
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■自動車基準調和世界フォーラム（WP29）
　一般安全分科会に出席
　突入防止装置技術委員会岡本委員（新明和工業㈱特装
車統括本部）は、１０月１８日～１９日の２日間、ジュネーブ市
の国際連合欧州本部で開催された自動車基準調和世界
フォーラム（ＷＰ２９）第１０１回一般安全分科会（ＧＲＳＧ）会
議に出席し、後部突入防止装置のドイツからの改正提案に
対する緩和提案、及び２０１２年７月以降に国内適用されるＲ
５８rev.０２基準に対する改正提案を行った。
１．ドイツの改正提案と日本の緩和提案
⑴ドイツの改正提案概要
　①	取付地上高：５５０ｍｍ→５００ｍｍ（エアサス４５０ｍｍ）
　②	断面高：１００ｍｍ→１５０ｍｍ
　③	奥行き（車両後端から）：負荷後４００ｍｍ→負荷後４００

ｍｍ及び負荷前２００ｍｍ
⑵日本の緩和提案
　上記①及び②に関しては、国内の駐車場法を例にとり、

傾斜部への進入が困難になることを説明し、デパーチャア
ングルが１０°以下となる車両及び悪路を走行する車両は、
現行通り５５０ｍｍとする。
　③に関しては、特装車のダンプ・テールゲートリフタ装着
車など後部に作業機構を有する車両の場合は、車両後端
からバンパ後面まで３５０ｍｍ以下とする。

■自動車関係諸税抜本改革の
　署名活動を実施

中央業務委員会
　中央業務委員会（委員長・古庄忠信・
㈱イズミ車体製作所社長）では、題記署
名活動を展開し、多数の署名を集めた。
　本活動は当会も含め自動車関連21
団体で作る「自動車税制改正フォーラ
ム」が母体となり、自動車ユーザーをは
じめ多くの方々の声を政府と世論に伝
えることにより、自動車関係諸税の簡
素化と負担軽減の実現を目的に実施し
たものである。
　当会での実施結果は、84社から合
計16,492人分の署名の提出があり、
構成団体全体では4,364,799人が集
まった。「自動車税制フォーラム」では、
11月7日に東京プリンスホテルにて記
者会見を実施し、署名活動の結果報告
とともに、自動車関係諸税の抜本改革
に関する要請を行った。

本部だより

■環境自主取組みのフォローアップ結果まとまる
1.ＣＯ2排出量削減について
　地球温暖化対策のCO2削減活動は、2008年度から
日本自動車工業会と一体となった活動を実施しており、
2011年度調査結果(2010年度実績)をまとめた。

・	 2010年度の両工業会合算排出量467万t-CO2は目
標値(1990年比▲25％:632万t-CO2)を大幅に達成
しているが、海外拠点向けの部品生産増、猛暑の影
響により前年に対し微増となっている。

・	 当会の2010年度原単位削減率は1990年比▲
38.1%で、目標(▲38％以上)達成

2.VOC排出量削減について
　塗装工程でのVOC削減について2011年度調査結果
(2010年度実績)をまとめた。

・	 2010年度は基準年度比原単位で50.0g/㎡と減少し、
目標である原単位51.0g/㎡以下を達成

・	 またサブ目標である総量（基準年比▲30％以上）につ
いても▲45.1%と昨年に続き達成
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■当会会員の２０１０年度売上高まとめ結果
　当会では毎年、会員企業の売上高調査を実施している
が、2010年度の結果がまとまった（2011年３月に最も近
い決算期データの会員申告値）。
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0

（億円）

■ＰＬ保険加入状況と損害率変化
　当会では、万一会員の架装等が原因でPL損害事故が発
生した場合に備え、スケールメリットを活かした割安のPL
保険を設定している。
　毎年10月が保険年度の切り換え時期となっており、
2010年度損害率と2011年度加入結果がまとまった。
　下表のとおり、ここ数年はPL事故や品質への関心の高
まりにより加入者が増加傾向であり、損害率も20０８年度
をピークに下降気味である。

保険料
（万円）A

支払保険料
（万円）B

損害率
（％）C

支払対象
事故件数

加　入
会員数

2011年度 1,425 ― ― ― 89
2010年度 1,355 556 41 4 86
2009年度 1,324 477 36 3 85
2008年度 1,197 1,554 129 2 88
2007年度 1,126 777 68 9 84
2006年度 1,046 735 70 4 81
2005年度 1,119 669 59 3 81
2004年度 1,077 278 25 6 78
2003年度 941 551 58 5 77
2002年度 867 590 68 5 70

（注）年度は、10月～9月の1年間

＜結果概要＞
⑴	会員会社全体の車体製造に係わる総売上高は4兆291

億円となり、前年度比2.8%減となった。これは大震災の
影響で委託量産会社の3月の大幅減産の影響である。

⑵	このうち委託量産会社を除く非量産会社の売上は
4,257億円で前年度比11.3%増となった。これは大型
車ポスト新長期規制前の需要増と、シャシ及び架装部品
の在庫対応により3月生産の落ち込みが少なかったた
めである。

⑶	なお、車体製造に係わる従業員は46,409人で前年度
比3.5％減、うち非量産会社合計は15,259人で13.7％
減と売上高以上の減少となっている。

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
調査会員数（社） 164 163 163 163 167
車体部門売上高合計
※1 47,352 53,740 45,168 41,413 40,291

非量産車製造会社
売上高　※2 6,399 6,192 5,651 3,825 4,257

	 （単位 : 億円）
	 ※１全売上げのうち、車体部門の売上高（住宅部門、エンジン部門等を除く）
	 ※２小型車等委託量産会社を除く、車体架装会社や特装車生産会社

＜非量産会社売上高推移＞
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■技術委員会を開催
　技術委員会(委員長・平田信一・新明和工業㈱特装車統
括本部品質保証部長)では、9月12日に当会会議室におい
て12人が出席し委員会を開催した。
　委員会では、各技術分科会主査から2011年度事業計
画2/4期の進捗報告を行った。
<事業計画>
 ・	JABIA規格化の「電動式じん芥車の安全基準」は、原案

作成し精査中
 ・	部品の共通化の「マウンテンブラケット取付位置の共通

化」はシャシブラケットの取付穴位置の現状調査開始
 ・	調査研究の「脱着コンテナ車の安全性向上対策」は、使用

過程コンテナの強度試験用テストピース等の作成開始

■特装車メンテナンスニュース(塵芥収集車編)
　発行
　サービス委員会(委員長・行安健一・新明和工業㈱)では、
9月にメンテナンスニュース(塵芥収集車編)NO.29を発行
した。
　本メンテナンスニュースは、塵芥収集車の定期的な点検
と整備を確実に実施する
ことにより、事故・故障を未
然に防止することを目的
として発行して1.2万部を
ユーザーや関係団体に配
布した。
　具体的には、作動油、グ
リスアップ、定期交換部品
等のメンテナンスを怠ると
各部の亀裂・異常摩耗、劣
化変形やオイルもれ等が
発生し大変危険であること。また、各部の点検時のチェック
ポイントや定期交換のメリットをＰＲしている。
　また、当会ホームページの新着情報に掲載中
　http://www.jabia.or.jp/news/news.php?id=281

トラック／バン部会

特装部会

特種部会
■２０１１年度第2回見学会を実施
　特種部会（部会長・古庄忠信・㈱イズミ車体製作所社長）
では、11月4日、部会員17社25名が参加し、JFEスチール
㈱西日本製鉄所（福山地区）見学会を実施した。
　工場は南北3.6km、東西2.8kmあり、全体で東京ドー
ム304個に相当する1,420万㎡の敷地面積で、東側の岸
壁から鉄鉱石、石炭、石灰等の原材料を陸揚げし、4基の
高炉、冷延工場、熱延工場、厚板工場、形鋼工場等を経て
製品となり、西側の岸壁から船に乗せ出荷するという効率
的な配置となっている。2010年度の粗鋼生産量で西日本

製鉄所は2,004
万トンと日 本 全
体の18.1％を生
産、第1位となって
いる。品種別では
約60％が薄板商
品、鋼材商品が約
30％、その他が約

10％である。
　今回の見学では、高炉の集中制御室や形鋼工場でのH
形鋼等の製造ラインを見学、鉄鉱石／石炭等から銑鉄が
でき、各製品工場で鋼材が出来上がるまでの各工程を見
学した。工場内を高炉から出た真っ赤な銑鉄（約200トン）
を入れた容器（全体で350トン）をディーゼル機関車が運
んでいる様子や精度の高い商品を製造する繊細な品質管
理には参加したメンバーは驚くばかりで、大変有意義な体
験をすることができた。

工場見学会後の質疑応答

部会だより

■日野自動車㈱ 日野工場見学会を開催
　トラック部会・バン部会では、１１月２８日、トラック部会８社
１１名、バン部会７社１９名が参加し、日野自動車㈱日野工
場の見学会を開催した。
  日野工場は１９４２年に建てられ、敷地面積４３万㎡で現在
約２，５００名が従事し、大型・中型車と大型エンジンの組立
を行っている。今回は大型車の組立ラインを見学した。
  組立ラインは、シャシにアクスルを取付けた状態でコン
ベアに搬入され、ＡＧＶ（無人搬送車）が、その車型に必要
な部品のみをラインの動きに合わせて動きながら供給し、
誤装着防止と生産効率の向上が図られていることが確認
できた。また、作業者のヘルメットをイエロー（作業）、グ

■自動車産業労政合同勉強会を開催
　当会人事労務研究会は、自動車工業会、部品工業会と共
催で１１月８日、京都メルパルク会議室にて自動車産業労政
合同勉強会を開催し、24社32名が参加した。
　勉強会では京都大学大学院 人間・環境学研究課 
鎌田浩毅教授から「楽して成果があがる仕事術」と題して
講演をいただいた。教授は火山学が専門であり自らの研
究活動の中で培ってきた仕事の進め方について具体例を
上げながら話された。
　業務を緊急度と重要度で精査した場合、どうしても緊急
度だけを考え、難しい重要な業務が後回しになりがちであ
る。人間が集中できるのは1時間が限度であるため、1日1
時間は集中して考える時間を設定し、重要な難しい業務を
そこで消化することが有効である。その他の時間で、頭を
あまり使わない作業のような業務をすることで全体を消化
することができる。更に、完璧さを求めず合格点レベルで
次の業務に移ることや、ちょっとした空き時間の有効活用な
ど、自らが実践している多くの仕事術を紹介いただいた。
　講演の最後には３月１１日の東日本大震災により日本のプ
レートに大変動が起こっており２０３０年代に西日本の太平洋
側で南海／東南海／東海大地震が起こる可能性が高いこ
とに言及され、将来の大きな変化に対応するためにも、時間

を無駄にせず、最大限有効に過ごすべきであると訴えた。
　続いて事例紹介として㈱堀場製作所の事例をグローバ
ル人事部のジョブリーダー安井美香氏が発表した。同社は

「おもしろ おかしく」を社是として、いろいろな活動を実
施し「働きがいのある会社」として５年連続してトップ２０に
入っている。
　同社の人事制度の特徴は次の三点とのことである。
　①オープン＆フェア
	 ルールを明らかにし、チャンスは平等
　②加点主義
	 チャレンジすることで加点、成功すれば更に加点と失

敗での減点を廃止
　③コミュニケーション重視
	 フェイス トウ フェイス、誕生会等の多彩なイベント

を会社が主催
　最後に参加会社での震災後の業務改善の取組みについ
て情報交換を行い、有意義な勉強会と好評であった。

■国際人事合同分科会・
　自動車産業国際人事合同会議を開催
　当会人事労務研究会は、１１月１８日、経団連会館会議室
にて部品工業会とともに労政合同分科会を開催した。
　情報交換テーマは次の２点
１．	変更規定類の交換（海外駐在規程及び体系、海外給与

水準モデル 
２．	タイ洪水被害対応状況について
　タイの洪水被害については、出席会社の工場関係では
特に大きな被害を被った所はなく、「出張、駐在員またその
家族への対応」、「現地社員へ対応」「工場の稼働状況、物
流・輸送、今後の見通し」「義援金、支援物質の送付」「感染
症対策」等について情報共有化を図った。
　その後、自工会と合同で自動車産業国際人事合同会議
を開催。会議では、「日中社会保障協定締結に向けた動向
について」と題して外務省・厚生労働省から説明を受けた。
　中国では社会保険法が本年７月１日施行された。この中
で外国人に対する社会保険適用が明記されており、実際に
同法が適用された場合、日本の企業にも保険料の支払い
義務が生じ保険料の二重払いや掛け捨て等の問題が生じ
ることとなる。
　我が国としてはこういった状況を回避するため中国との

「日中社会保障協定」締結に向けて交渉を開始し、速やか
な締結に向けて努力しているとのことであった。

⑶結果
　日本提案に対して、各国から賛否両論があり引き続き検
討することとなった。

２．２０１２年７月以降に国内適用される装置形式指定制度
　Ｒ５８rev.02基準の改正提案
⑴日本の改正提案
　①	バンパにわずかの差は、既に型式を取得しているも

のと同型式とする。
　②	バンパ全幅は、安全上タイヤ幅を超えてもよいとする。
⑵結果
　日本提案に対して、各国から賛否両論があり引き続き検
討することとなった。
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■古河ユニック㈱・㈱犬塚製作所を見学
　資材部会（部会長・杉本 眞・㈱レシップ社長）では１１月
１１日２４社３０名で当会会員会社である古河ユニック㈱佐
倉工場と㈱犬塚製作所本社工場の工場見学を実施した。
　古河ユニック㈱は１９６１年に国産初の油圧式トラック架
装用クレーンを開発して以来､わが国のトラック輸送に大
きな影響を与え､業界のリーディングカンパニーとしてト
ラック架装用クレーンを製造。「ＵＮＩＣ」はクレーンの代名詞
とまで形容されており、最近の受注状況も好調とのことで
ある。
　今回はトラック搭
載型クレーン車の
製造、組立ライにて
ユニッククレーンや
小型ミニクローラク
レーンの製造工程を見学した。
　㈱犬塚製作所は１９１９年我国最初の特装車の専門メー
カーとして佐賀県伊万里市出身の犬塚伊三郎氏が創業以
来、永年に亘り、各種特装車の研究、開発に専念し、我が国
最初の数々の特装車を世に送り出してきた。1９９３年に、空
港機材需要の拡大対応を図るため、成田空港に隣接し工
場を建設した。今
回は空港関係車輌
の製造工程だけで
なく、完成車での
空港作業の実演も
見学でき、たいへ
ん興味深いものが
あった。

資材部会

　また瑞穂工場では航空エンジン、ガスタービンエンジン
の生産及び修理工程を見学した。高精度高品質を確保す
るための取組み内容の説明を受けた。
　今回は異業種の見学会として航空宇宙関係を企画した

が、高い信頼性の
求められる分野だ
けに、参考になる
取組みも多く、有
意義な見学会で
あった。

NEWS FLASH　部会だより　

■合同部会を開催
　北海道支部（支部長・坪川弘幸・北海道車体㈱副社長）では、
⑴	９月２日、第１回役員会を札幌第一ホテルにて開催し、１０

月開催予定の合同部会開催について打合せをした。
　　今年度は支部設立２０周年記念行事として、１２月２日に

東京モーターショー見学会を実施することにした。
⑵	１０月４日、第１８

回合同部会及び
懇親会を札幌第
一ホテルにて開
催し各部会長の
報告（トラック・バ
ン部会長、特装部会長、トレーラ部会長、資材部会長）と、
各社の近況報告を実施した。

北海道支部

支部だより

■支部連絡会を開催
　支部連絡会(議長・堀口昇一・須河車体㈱相談役)では、9
月16日、九州支部長会社である㈱矢野特殊自動車におい
て2011年度第1回支部連絡会を開催した。また、連絡会に
先立ち同社の工場見学を行った。概要は次のとおり。
１．工場見学
　㈱矢野特殊自動車
は、現存する国産最古
の乗用車であるアロー
号を製造した歴史ある
特装会社である。最近
の 主 要 製 品はバン型
車、冷蔵冷凍バン、ウイング車、タンクローリ、粉粒体運搬
車等であり、部品も多く内製している。バン型車の製造ラ
インは、車の進行方向に対して直角に移動しながらボディ
を組み立てていく横流し方式を採用している等の工夫を
しており、部品から組立の細部まで見学でき、参加者一同
感慨深い様子であった。
２．支部連絡会
　⑴支部事業計画の共有化、よいとこ取り活動の説明
　⑵支部の収支予算の有効活用の検討
　⑶ＰＬ保険の契約更新、新規加入案内の紹介

リーン（検査）、ピンク（リリーフ）、ブルー（重仕様専任）、ホ
ワイト（管理者）と区別し、作業者の業務分担が一目でわか
る様になっていた。最終行程である検査ラインは死角がで
きない様、天井と側面に非常に多くの蛍光灯が設置され
ており、徹底した高品質を確保する為の検査ができる様に
なっていた。
 参加者は、自動化・効率化が進み整然とした組立ライン
と、品 質を最 優
先する取組みに
大変感銘を受け
ていた。

■トレーラサービスニュース発行
　サービス委員会（委員長・池田正一・日本フルハーフ㈱
サービス部長）では、トレーラサービスニュースNo.26
の見直しとNo.32、33を作成し合計5万部をユーザーや
ディーラー、関係団体に配布した。同時にサービスインフォ
メーションとして１１月の技術情報誌へ掲載を行い広く整
備事業者等への周知を図った。
　「No.26リレー・エマージェンシー・バルブ内の水分除去
のお願い」は、冬場に入る前にブレーキ用・エア内に含まれ
た水分がリレー・エマージェンシー・バルブ等の内部で凍結
しブレーキが作動不良を起こす要因となるもので、水分除
去のお願いを目的に発行した。（抜粋をP.39に掲載）
　また「No.32アクスルのスピンドル部点検整備の重要性
について」、「No.33アク
スルハブの点検整備の
重要性について」は、特
に長年使用し続けた車
両は、部品の劣化が進行
している場合があり、点
検整備により安全を確保
するため、アクスル関係
部の点検内容を分かり
易く説明した。

トレーラ部会

No.26 リレー・エマージェンシー・
バルブ内の水分除去のお願い

■塗装技術者向け勉強会を開催
　 バス部会塗装デザイン研究会（委員長・高橋朋也・三菱
ふそうバス製造㈱技術部生産設計Ｇデザイン担当）では本
年度の事業計画に基づき、１０月２０日に日本ペイント㈱東
京事業所において「塗装技術者向け勉強会」を開催した。
　本勉強会は少量多品種の塗装をしている会員に役立つ
情報を提供する場として2009年から実施しており、バス
部会以外からも参加者を募集、今回は１９社３１名が参加し
た。
  日本ペイント㈱の方が講師となり、座学では自動車補修
用塗料の塗装概論を、その後実車でのパテ埋めから補修
塗装、メタリック塗装のボカシ方の実演講習を受けた。参
加者の多くが実際に塗装に携わっている担当者であり、更
に過去のアンケート結果で最も要望の多かった「自動車補
修塗装」に特化した内容としたことで、非常に充実した技術
情報を得ることができ、大変有意義な勉強会と、大好評で
あった。

バス部会

■異業種見学会を実施
　小型部会（部会長・渡辺義章・日産車体㈱社長）では、１１月
１８日、部会員５社／１１名が参加し、㈱ＩＨＩ昭島事務所（東
京都昭島市）、瑞穂工場（東京都西多摩郡）の工場見学を実
施した。
　昭島事務所では航空宇宙事業本部とエンジンミュージア
ムを見学し㈱ＩＨＩの航空宇宙への取組み、日本の航空エン
ジンの歴史等の説明を受けた。

小型部会

実車での塗装実演講習
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　㈶自動車検査登録情報協会が１０月に発表した自動車保
有動向によると、貨物車の平均使用年数の伸びが続いて
いる。

　貨物車の平均使用年数は13.04年で前年より0.32年長
期化した。車種別にみると、普通貨物車は15.43年で前年
に比べ0.56年長くなり、過去最長を記録した。小型貨物車
も12.19年で前年に比べ0.27年長期化し、2年ぶりに増加
した。普通バスは、18.80年と前年比0.86年も伸び、過去
最長を大幅に更新した。
　また、貨物車606万1,837台（被けん引車を除く）の平
均車齢は10.04年と初めて10年台に入った。前年に比べ
0.42年延び、18年連続して最高齢となっり、景気低迷によ
る自動車の長期使用化や新車販売の不振が影響したとみ
られる。車種別にみると、普通貨物車は10.79年で同0.45

貨物車の平均使用年数の伸び続く
㈶自動車検査登録情報協会

　国土交通省は１０月２８日付けで、保安基準等の一部を次
のとおり改正した。
１.	電気装置(電磁両立性)
　（適用範囲）　外部から電力を供給する自動車（大型特殊

自動車、小型特殊自動車を除く）に備える電気装置に適用
する。

　（改正概要）　外部から電力を供給する電気自動車、電
気式ハイブリッド自動車等の充電中における電磁両立
性（電磁波により無線設備、充電設備に対し重大な影響
を与えず、かつ、無線設備、充電設備から電磁波による
重大な影響を受けないこと）の基準を規定する。

　（適用時期）	 新　型　車：2016年8月1日より適用
	 継続生産車：2016年10月28日より適用
２.	前照灯
　（適用範囲）	 自動車に備える前照灯に適用
		  （従前から変更なし）
　（改正概要）　走行用前照灯の作動を自動で制御できる

機能に係る要件について、以下の規定を追加する。
 　・	 手動でも制御ができ、かつ、自動制御を手動で解除

することができること。
　 ・	 自動で制御していることを運転手に表示すること。
 　・	 400メートル前方の対向車、100メートル前方の先行

車及び75メートル前方の対向自転車を検知した場合
には、走行用前照灯を消灯すること。また、周囲の照度
が7,000ルクスを超えた場合にも消灯すること。

　(適用時期)　2011年10月28日
3.	前部霧灯
　（適用範囲）　自動車に備える前部霧灯に適用（従前か

ら変更なし）
　（改正概要）
 　・	 種別Ｂの前部霧灯については、光束が2,000ルーメ

ン以下のもののみ装備ができるよう改正。
　 ・	 2,000ルーメン以下の種別Ｆ３の前部霧灯における

垂直傾斜の要件を、取付高さにかかわらず運転者席
に乗車人員1人が着席時に－1.0%以下とする。

（適用時期）　２０１１年１０月２８日
＜詳細は以下を参照＞
http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000094.html

保安基準等の一部改正（電気装置等）について
国土交通省

官公庁だより
保安基準等の一部改正

（消防車に限定したＮＯx･ＰＭ法の特定期日延長）
国土交通省

　ＮＯx･ＰＭ法対策地域内において、規制対象となる自動
車の初度登録年月日を基に定められた特定期日を経過し
た対策地域内の消防車であっても、検査証の有効期間満
了日が2011年10月1日から2012年3月31日のものは、
継続検査を1回に限り受けて使用することが可能となる。

（震災に伴う特例）
１.	対象地域：首都圏、愛知・三重圏、大阪・兵庫圏（対象の全

地域）
２.	対象車：消防自動車で、特定期日が初度登録から１５年

（ポンプ装置搭載車）及び２０年（はしご車）のもの
３.	検査の種類：継続検査、臨時検査
(適用時期）　２０１１年１０月１日
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新潟支部
■支部設立２０周年記念祝賀会開催
　新潟支部（支部長・北村泰作・㈱北村製作所社長）では、９
月２７日に、新潟市内において支部設立２０周年記念式典及
び祝賀会を開催し、秋田、山形、新潟、長野の会員会社３０
名が参加した。
　冒頭に北村支部長から設立当時の世相や２０年間にわた
る車体業界を取り巻く状況と、今後の先行き不透明な厳し
い状況の中でも、次の３０周年を目指して、より良い支部運
営を図っていくという力強い挨拶があった。また、本部の古
庄副会長から支部設立当時のご苦労と２０年間の足跡に対
するねぎらいの祝辞があった。
　引き続いて祝賀会が開かれて、華やかな雰囲気の中、会員
同志も会話が弾み、たいへん盛大な祝賀会となった。

■秋季研修会開催
　中部支部（支部長・石谷清和・ ㈱東海特装車社長）では、
１０月１４～１５日に恒例の秋季研修会を開催した。
　会員１３名の参加で、１４日は長野県塩尻市㈱アイバワー
クス （架装メーカー）を、１５日は重要文化財「旧開智学校・
松本私立博物館」等を見学した。
　工場見学では、会社の設立経緯、ものづくりの考え方、
受注から完成までの流れ等の説明を受けた。
　徹底した軽量化と耐久性の両立を高強度ステンレス鋼
やスウェーデン鋼・ジュラルミン材を使用することで可能に
し、工法は、工期の短縮やメインテナンスを容易にするた
め、極力溶接工程を避け、ボルト締めを基本としているとの
ことであった。
　工場内のいろいろな工夫を見学でき、見学・質疑応答時
間ともに大幅に時間を延長して行われるなど、充実した工
場見学会だった。
　重要文化財「旧開
智学校」は、国内で最
も古い和風と洋風の
入り混じった「擬洋風
建築の校舎」で、中に
は当時の机や椅子が
保管されており、我々が昔使用していたものとの記憶が重
なり、とても懐かしく見学することができた。

中部支部

■研修会開催
　九州支部（支部長・矢野彰一・㈱矢野特殊自動車社長）で
は、工場見学及び東京トラックショー見学会を10月28日～
29日に開催し、12社14名が参加した。
　工場見学は、現金輸送車・移動展示販売車・検査測定車・
中継車等々の特装車・特種車を主に架装している東京足
立区の㈱竹内ボデー工場を訪問した。同社は、制約された
敷地内で１台１台を手作りし、お客様の要望に応えるべく板
金叩き出しや溶接など熟練した技術で、一品仕様のモノづ
くりに取り組んでいる。品質・技術面で日々努力をしてお客
様を満足させ続けることが、企業の使命でありお客様の信
頼へと繋がることを勉強した。
　また、東京ビッグサイト西展示場で開催されていた

「2011東京トラックショー」も見学し、参加者一同有意義
な研修会となった。

九州支部

■研修会開催
　近畿支部（支部長・堀口昇一・須河車体㈱相談役）では
11月10日～11日秋季研修会を開催した。
　会員22名の参加でトヨタ車体㈱（富士松工場）並びに㈱
東海特装車の2社を見学した。
　2社とも「カイゼン」という言葉に表されているかのよう
に常に向上していくという基本的考えを基に、作業効率の
見直し・安全に対する意識向上に努めていることを教わり、
大変刺激のある見学会となった。
　次に近畿支部・中部支部との合同懇談会を行った。当会
の水嶋会長及び両支部長の挨拶に続き、両支部４３名の自
己紹介、会社概要の説明等を受けた。
　その後、情報交換を実施し、参加者からは、支部間の垣

根が取れ今後の活動
にも色々役に立つと
いうような意見もあ
り大変有意義であっ
た。

近畿支部

NEWS FLASH　官公庁だより
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４．現地における事業展開段階
 ・	投資コストに関する情報を

収集する。
　➡　問合せ先：ジェトロ　等

【どこに相談したらよいか、具
体的な相談先を一覧で掲載】
 ・	掲載産業省中小企業庁経

営支援部新事業促進化
 ・	地域の経済産業局／主要

支援機関

NEWS FLASH　官公庁だより NEWS FLASH　官公庁だより

　中小企業の海外展開を総合的に支援するための各種案
内を掲載したパンフレットを作成した。これは、海外展開検
討にあたり、どのような場面に、どのような支援があるかを
具体的にわかりやすく記載したものである。
１．準備段階
 ・	海外の市場動向、規制・制度情報等をホームページやガ

イドブックで情報収集する。
　➡　問合せ先：ジェトロ／中小機構
 ・	セミナー／講演会等に出席して情報収集する。
　➡　問合せ先：経済産業省／その他支援機関　等
２．海外ビジネス開始段階
 ・	複数の中小企業が集まって、海外展開を目指す。
　➡　問合せ先：経済産業省
 ・	 日本に居ながら海外バイヤーとの交流の機会を増やす。
　➡　問合せ先：ジェトロ／中小機構　等
３．海外ビジネス拡大段階
 ・	更なる海外展開に必要なグローバル人材を育成／確保

する。
　➡　問合せ先：経済産業省／中小機構／商工会議所 等

中小企業海外展開支援パンフレットについて
中小企業庁

<詳細は下記を参照>
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/leaflet/l-2011/
110926Kaigaisien.pdf

 　・ 点検整備の促進、新技術に対応した整備技術の検討
	 　　…………………………………	　８８億円（６５億円）
　③交通事故防止対策/被害者救済対策の充実
 　・ 自動車運送事業の安全/円滑化等総合対策事業
	 　　………………………	 ８７２億円（７８２億円）　　等
⑵道路局関係　　(　)内は前年度比
　①直轄事業	 合計　１兆５，４７２億円（１．０３）
 　・ 改築その他　………………	 １兆２，１５５億円（１．０４）
 　・ 維持管理　……………………	 ２，１５８億円（１．００）
 　・ 業務取扱費　……………………	１，１５９億円（０．９９）
　②補助費　……………………………	９３１億円（０．９８）
　③有料道路事業等　合計　…	 １兆７，０７６億円（１．１３）
 Ⅱ　2011年度第3次補正予算	 合計　１兆２，４４８億円
⑴東日本大震災復旧・復興に係る経費　…	 １兆４７３億円
　①復旧　……………………………………	 ３，７６８億円
　②復興　……………………………………	 ４，０９７億円
　③全国防災　………………………………	 ２，６０９億円
⑵災害復旧関係費（東日本大震災関係を除く）
　　…………………………………………	 　１、９７５億円
　①公共土木施設等　………………………	 １，９７０億円
　②既設公営住宅等　……………………………	 ２億円

　厚生労働省は、「製造業における元方事業者による総合
的な安全衛生管理のための指針」（2006年8月1日）を策
定し、元方事業者及び関係請負人が同一事業場内で作業
を行う現場での労働災害防止を図っている。
　中央労働災害防止協会(中災防)では、厚生労働省の委託
を受け、自動車製造業において、本指針に基づいた具体的
な安全衛生管理を実施する上で留意すべき事項について
のマニュアルを作成し、これを用いた研修会を開催する。
　本研修会は、参加は無料で上記指針に基づく安全衛生管
理の基本や、リスクアセスメント等の関連する安全衛生対策
について、事例を盛り込みながら、わかりやすく、具体的な
解説を行う。

研修会の概要
 ＜主な内容＞
　「製造業における元方事業者による総合的な安全衛生

管理のための指針」のポイント
 ・	上記指針に関連した安全衛生対策の事例
 ＜主な研修対象者＞
 ・	自動車製造業（部品製造も含む）の発注者、元方事業

者、協力会社で安全衛生管理に関係する方

　日時、開催地は全国各所で開催されるのでホームペー
ジで確認、又は当会総務部まで。
　参加申込書もホームページでダウンロード可能
http://www.jabia.or.jp/news/news.php?id=296

自動車製造業における元方事業者・関係請負人
の安全衛生管理マニュアル研修会のお知らせ

厚生労働省

NEWS FLASH　官公庁だより

<詳細は下記を参照>
http://www.airia.or.jp/publish/pdf/happyou/2011_10hoyudoukou.pdf

１．今冬の需給見通しと考え方
　一般的に冬期の需要は夏期に比べて低いことから、今冬
の電力需給バランスについては、停止中の原子力発電所
が再稼動しない場合であっても、今夏ほど深刻とはならな
い見通しである。しかし一部の管内において予備率が厳し
くなることから電気事業法第27条の適用は行わないもの
の、以下の節電要請を行う。
２．各地域の節電要請内容
1）関西電力管内
 ・	大口需要家、小口需要家、家庭それぞれ▲10％以上の

使用最大電力(kW)の抑制
 ・	12/19㈪～3/23㈮の平日（12/29,12/30,1/3,1/4を

除く）9：00～21：00
2）九州電力管内
 ・	大口需要家、小口需要家、家庭それぞれ▲5％以上の使

用最大電力(kW)の抑制
 ・	12/19㈪～2/3㈮の平日（12/29,12/30,1/3,1/4を

除く）8：00～21：00
3）その他
 ・	その他の電力会社（北海道電力、東北電力、東京電力、

中部電力、北陸電力、中国電力及び四国電力）管内につ
いては、国民生活及び経済活動に支障を生じない範囲
での節電（具体的には、照明・空調機器等の節電など）を
要請

 ・	12/1㈭～3/30㈮の平日（12/29,12/30,1/3,1/4を
除く）9：00～21：00

今冬の電力需給対策について
経済産業省

　経済産業省及び国土交通省の2012年度予算概算要求
と第３次補正予算のうち、当会に関係する内容を紹介する。
【経済産業省関連】
 Ⅰ　2012年度概算要求内容　　(　)内は前年度
⑴次世代自動車の導入促進　　　
 ・	クリーンエネルギー自動車等導入促進対策事業

経済産業省及び国土交通省の2012年度予算
概算要求と第３次補正予算

経済産業省及び国土交通省

年延び、18年連続の最高齢になった。小型貨物車は9.60
年で同0.39年延び、19年連続の最高齢となり、いずれも
高齢化が進んでいる。

	 　……………………………	 ４５７．１億円（２８２．１億円）
	 電気自動車やプラグインハイブリッド自動車、さらにク

リーンディーゼル車等の導入及び充電設備等の設置に
対する補助。

⑵「スマートコミュニテ」の構築・普及等
 ・	次世代エネルギー・社会システム実証事業
	 　………………………………	 １２６億円（１４９．２億円）
⑶車載用蓄電池等の研究開発　　　
 ・	リチウムイオン電池応用・実用化先端技術開発事業
	 　………………………………………	  ３５億円（新規）
⑷IT融合による「融合新産業」の創出とITSの普及促進
 ・	エネルギーITS推進事業　…　７．１億円（８．８億円） 等
 Ⅱ　2011年度第3次補正予算　合計　１兆６，５２６億円
⑴被災地の復興に向けた支援　……………	 ８，６２４億円
 ・	企業金融対策　……………………………	６，１９９億円
　「東日本大震災復興緊急保証」等の中小企業向け融資の

拡充
　資本性資金の供給など中堅・大企業向け融資支援
　セーフティーネット保証の延長、貸付の拡充
 ・	被災地等中小企業の復旧・復興支援　……	 ６９２億円
 ・	風評被害対策等　……………………………	１１４億円
⑵産業空洞化の回避・新たな成長の実現	…　５，３８６億円
 ・	企業等の国内立地の推進、インフラ／システム輸出等

の推進等
⑶エネルギー対策の推進　…………	 小計　２，８４０億円
 ・	電力安定供給の確保、燃料供給設備の復旧と災害に強

い燃料供給体制の整備等

【国土交通省関連】自動車局及び道路局
 Ⅰ　2012年度概算要求内容　　(　)内は前年度　
⑴自動車局関係
　①環境に優しい自動車社会の実現
 　・ 電気自動車の加速度的普及促進 …	７７７億円（新規）
 　・ 自動車と家庭/業務の省CO2／
　　省エネルギー管理の一体的推進　…	１２０億円（新規）
 　・ 環境対応車普及促進対策　…	７７４億円（１,０３８億円）
 　・ 次世代大型車開発/実用化促進事業
	 　　……………………………	 2４９億円（２４９億円）
　②安全/安心な自動車社会の構築
 　・ 先進安全自動車（ASV）プロジェクト等の推進
	 　　………………………………　	２１３億円（９９億円）
 　・ 車両の安全対策　………………	１７４億円（１３９億円）
 　・ 自動車の技術基準の国際標準化等の推進
	 　　………………………………	 ２８７億円（２３４億円）



23 24NEWS FLASH　会員情報 NEWS FLASH　月度活動状況

9月
6日

バン部会／技術委員会 ①JIS規格のＪＡＢＩＡ規格化の検討
②車工会自主基準（キャブ幅段差等）の見直し検討

トレーラ部会／サービス委員会 サービスニュース№26（リレーエマージェンシーバルブ）作成の進め方合意

7日 環境委員会／
架装物リサイクル分科会

①環境負荷物質フリー宣言拡大活動の進め方合意
②架装物リサイクル産構審結果報告
③ゴールドラベル取得活動支援策について決定

7日
環境委員会／工場環境分科会

①2010年度CO2、VOC排出量調査結果まとめ
②産業廃棄物最終処分量調査の進め方合意
③環境対応事例発表会の進め方合意

モーターショー企画委員会
兼出展者会議

①受付カウンター、会社名サイン等統一設備で設置決定
②インターネット広告等集客対策の内容説明

9日 トレーラ部会／技術委員会 ①2011年度下期調査研究テーマ検討・決定
②ブレーキ機器サービス資料の内容検討

12日 特装部会／技術委員会 ①事業計画進捗状況の確認
②バンパ装置型式指定取得状況まとめ

13～
14日

バス部会／
ワンマン機器小委員会（栃木） ①バス用ＬＥＤ室内照明の性能評価テストとまとめを実施

14日 環境委員会

①新聞・雑誌への環境広告の進捗確認
②架装物リサイクル産構審結果報告
③2010年度CO2、VOC排出量調査結果報告・確認
④環境負荷物質フリー宣言活動の進め方の決定
⑤環境対応事例発表会の進め方と発表内容の合意

15日 特種部会／
第２回技術業務合同委員会

①座席強度法規に関して国土交通省との第2回打合せ結果を報告
②新入会員の勧誘訪問実施を報告

16日 支部連絡会（福岡）
①上期事業計画進捗状況の確認
②支部予算の有効活用と収支決算書の科目整理
③㈱矢野特殊自動車の工場見学会実施

20日 トレーラ部会／業務委員会 ①生産台数予測方法の検討
②トレーラ輸送有効性ＰＲの進め方検討

20日 トレーラ部会／製品安全委員会 ①サービスニュース№32･33（アクスルスピンドル・ハブ）の内容検討
②長期使用車の点検整備方式検討

21日 中央技術委員会
①部品、装置等の共通化（８項目）の進捗状況確認
②部会調査研究（９テーマ）の進捗状況確認
③リコール情報の再発防止策の共有化
④規検査申請時提出書面の説明会（講師：自動車検査法人）

22日 中央業務委員会
第２回法制税制対応分科会

①平成24年度税制改正要望案を論議、中央業務提案内容決定
②自動車関係諸税簡素化の署名活動実施状況確認
③中小企業庁等の展開情報の確認

22日 トラック部会・技術委員会（静岡）
①防錆性を考慮した荷台の組立方法の検討
②蝶番部品の共通化の検討
③普通荷台取扱説明書の見直し検討
④「思いがけずクレーム」の募集と対応基準の検討

27日 テールゲートリフタ技術分科会 ①後部反射器の５０％遮断対応について緩和要望を検討
②テールゲートリフタ作業時の安全装置（警告灯）の構造・機能を検討

28日
中央業務委員会
第２回コンプライアンス分科会

①会員向けCSRガイドブックの作成方針の論議
②リスクマネージメントガイドブック解説書作成に向けた論議
③「下請適正取引ガイドライン説明会」詳細内容の決定

28日 バス部会／塗装デザイン研究会 ①環境対応及び塗装デザインの情報収集（工場見学場所）を検討
②塗装技術者向け勉強会について日本ペイント㈱と最終打合せ

月度活動状況
会　員　情　報

■入　会
　正会員	 ㈱ヨコハマモーターセールス	 代表取締役社長 	 永野　文義	 10月13日付
　準会員	 ㈱スリーライク	 代表取締役社長	 三好　衛	 7月25日付
■退　会
　準会員	 ワイエム工業㈱			   10月31日付
■社名変更
　正会員	 東京いすゞ 自動車㈱　　　→	 いすゞ 自動車首都圏㈱ 	 10月1日付
■代表者変更
　正会員	 ㈱アスカ・アイテック	 代表取締役社長 	 青木　浩二	 11月1日付
　	 日本機械工業㈱	 代表取締役 	 篠田　佳英	 6月10日付
■住所変更
　正会員	 いすゞ 自動車首都圏㈱　本社移転　（12月12日付）
	 〒136－0082　東京都江東区新木場1－１８－１4
	 ㈱大上自動車工業　本社移転　（9月20日付）
	 〒733－0036　広島県山県郡北広島町新氏神8-1

内川晋 元会長　旭日中綬章を受章
　関東自動車工業㈱相談役（一般社団法人日本自動車車体工業会・元会長）
は長年にわたる企業並びに自動車産業の発展に貢献された功績によって 
旭日中綬章を授与され、経済産業省より１１月１０日伝達された。
主な功績としては、
１．関東自動車工業㈱社長としての功績
　・ 生産部門の改善活動推進による工場高効率化の実現
　・ 事務、技術部門の改善活動の推進によるマネージメントの質の向上
　・ 新規事業の確立
２．関東自動車工業㈱が拠点を置く地域の産業の活性化に尽力
３．車体工業会会長として果たした業績
などがあげられる。心よりお慶び申しあげます。

九野博喜氏（トヨタ車体㈱）　黄綬褒章を受章
　トヨタ車体㈱の九野博喜氏は、優れた技能・技術を後進技能者へ技能伝承
し、人材の育成に貢献した功績により、黄綬褒章を授与され、伝達式が11月11
日に厚生労働省講堂にて行われた。
　昨年度「卓越した技能者」を受賞された九野氏は、自動車車体組立工として
板金技能に卓越し、治工具や工法等の改善を実施、作業の安全と効率化に貢
献された。心よりお慶び申しあげます。

▶P.17

▶P.13
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27日 トレーラ部会／製品安全委員会 ①ブレーキ機器のサービス方法検討
②製品安全の「ガイドライン」作成検討

28日 特装部会／清掃車小委員会 共通化したラベル（危険、警告、注意）のデザイン決定

11月
1日 特種部会／

第５回座席強度法規対応WG 新法規対応座席の構造、床構造を合わせた運用基準書案を検討

4日 特種部会／
第２回工場見学会（広島）

異業種工場見学を実施
JFEスチール㈱　西日本製鉄所（福山地区）　　

8日
第１３回
自動車産業労政合同勉強会
（京都）

①講演：「楽して成果が上がる仕事術」
　講師：京都大学大学院　人間・環境学研究課　鎌田　浩毅　教授
②事例紹介：「おもしろ　おかしく　働く」　講師：堀場製作所㈱　グローバル人事部
③参加会社の情報交換：「仕事への取り組み方、働き方・業務改善状況について

9日 モーターショー企画委員会兼
出展者会議

①展示場装飾の変更内容検討及び決定
②設備内容、集客対策内容の確認及び承認
③全体スケジュール確認調整

10日 トレーラ部会／サービス委員会 ブレーキ機器の点検整備啓発活動の検討

10日 バス部会／技術委員会 養護者向けバス、シートベルトの強度確認テストの報告

11日
バン部会／技術委員会

①ＪＩＳ規格のＪＡＢＩＡ規格化の検討
②車工会自主基準（キャブ幅段差等）の見直し検討
③日本冷凍空調工業会と輸送用冷凍ユニットの国内出荷推移の意見交換

資材部会／工場見学会（千葉） ①古河ユニック㈱工場見学
②㈱犬塚製作所工場見学

17日
中央業務委員会
下請適正取引ガイドライン説明会
（くるまプラザ会議室）

「下請適正取引ガイドライン説明会」を開催
講師：服部源二氏　（はっとり経営労務事務所・中小企業診断士）

17日 トラック部会／
車輌運搬車分科会（東京） 日本陸送協会と車輛運搬車の生産状況について情報交換実施

18日

国際人事分科会（東京） ①変更規定類の交換と質疑応答
②タイ洪水被害対応状況について

自動車産業国際人事合同会議
（東京） 日中社会保障協定締結に向けた動向について

小型部会／工場見学会（東京） 異業種工場見学会を実施　㈱IHI昭島事業所瑞穂工場

２２日 トラック部会／
車輌運搬車分科会（愛知） 最近の市場動向について情報交換実施

２4日 トレーラ部会／技術委員会 ①ブレーキ機器　サービス方法検討
②突入防止装置　法規改正対応の進め方検討

25日 トラック部会／技術委員会
①防錆性を考慮した荷台の組立方法の検討
②蝶番部品の共通化の検討
③普通荷台取扱説明書の見直し
④「思いがけずクレーム」の募集と対応基準の検討

25日 広報委員会 ①年度広報活動計画の進捗確認
②車体ＮＥＷＳ記事冬号の校正確認と2012年春号企画合意

２８日 トラック部会、バン部会／
合同工場見学会（東京） 日野自動車㈱本社工場見学及び意見交換を実施

月度活動状況

30日
特装部会／サービス委員会 ①特装車メンテナンスニュース(ミキサ車編)の原案作成

②特装車架装物の年次検査・点検の推進策を検討

バン・トラック部会合同／
業務委員会

①知名度向上（ＰＲ）につながる広報活動について意見交換
②非会員リストのメンテに関する意見交換

10月
3日 モーターショー企画委員会

兼出展者会議
①屋外展示場レイアウト及び装飾の確認決定
②インターネットでの事前集客対策の内容決定

4日 第２回中央業務委員会
①平成24年度税制改正要望の決定
②会員向けCSRガイドブックの作成方針の決定
③非会員リストのメンテナンスと勧誘進捗の確認

4日 特装部会／
事業計画進捗報告会（神奈川）

①技術委員会／業務委員会／サービス委員会の事業計画進捗の確認
②バンパ装置型式指定取得促進策の会員展開を決定

6日 トレーラ部会／サービス委員会
①サービスニュース№26（リレーエマージェンシーバルブ）の作成
②ブレーキ機器の点検整備啓発資料の作成
③日整連訪問結果報告

7日 特種部会
第４回座席強度法規対応WG

①新法規対応座席の構造規格/適合証明書等の各案を論議
②実際の運用についての詳細を今後、関係官庁等と調整

13日 第213回理事会

①審議事項
　第１号議案　新入会員に関する件
②報告事項
　  １） 2011年度　２／４期事業計画業績まとめと課題
　  ２） 2011年度　２／４期収支実績まとめ
　  ３） 東京モーターショー「働くクルマの合同展示」準備状況
　  ４) ＣＯ2及びＶＯＣ排出量フォローアップ結果
　  ５) 調査研究業務の上期進捗実績と下期計画
　  ６) 2010年度ＰＬ保険及びＰＬ事例について
　  ７) 突入防止装置の装置型式指定の早期取得依頼
　  ８) 最近の商用車販売、生産状況
　  ９) 2010年度会員企業の売上高/従業員数まとめ
　１０) 平成24年度税制改正要望について
　１１) 最近の官公庁関係情報について
　１２) その他

13日 環境対応事例発表会
（くるまプラザ）

セントラル自動車㈱の新工場での環境の取組み、
今夏の節電対応事例、ゴールドラベル取得にむけた
環境負荷物質削減の事例、など５事例を発表

14日 突入防止装置技術委員会 シャシメーカー製作の標準バンパ改造品の装置型式指定の取り方を検討

14日 バス部会／技術委員会（岐阜） ＥＣＥ Ｒ８０対応の為、養護者向けバス、シートベルトの強度確認テストを実施

19日 トレーラ部会／業務委員会 ①トレーラ安全性(メカサスROC､ABS)説明ＤＶＤの活用計画検討
②トレーラ輸送有効性ＰＲの進め方検討

19日 特装部会／じん芥車技術分科会 ①電動じん芥車の安全基準（ＪＡＢＩＡ規格案）を作成し内容精査
②共同開発したバンパの装置型式指定を取得（９月）

20日
トレーラ部会／技術委員会

①ECE R13法規適合確認試験結果報告及び今後の進め方検討
②後部突入防止装置対応への進め方検討

バス部会／塗装技術者向け勉強会
（東京）

日本ペイント㈱東京事業所で、自動車補修用塗料の塗装の概論（座学）と、
補修塗装、調色及びボカシのテクニック（実演）を実施

24日
特装部会／業務委員会 ①業務委員会／業務分科会の事業計画進捗状況の確認

②中央業務委員会の情報共有化

特装部会／
粉粒体運搬車技術分科会

①粉粒体運搬車技術分科会の事業計画進捗状況の確認
②新基準対応バンパの装置型式指定取得予定の確認

▶P.16

▶P.10

▶P.18

▶P.17

▶P.15

▶P.15

▶P.15

▶P.17

▶P.5



27 28

－	 御社の特徴は?
　「運ぶことを支える」＝「社会に役立
つ仕事をしている」会社であることを
意識するようにしています。
　日本経済と地域経済に貢献するこ
とこそ、北関東自動車工業㈱の創業
以来の事業価値であり、全従業員に

「仕事に自信と誇りを持たせる」こと
を心がけています。リーダーとなる班
長にはコンプライアンスカードを携
行させて、時間があれば読み合わせ
を行ない、法令順守と危機管理意識
を持つように指導しています。
　また日常の中では「材料を無駄にし

ない」「時間を無駄にしない」「ケガをし
ない」「期日を守る」。安全でミスのな
い作業をするためには、基本的で当た
り前のことを徹底しています。

－	 次世代への教育についてお
聞かせください。

　今はまさに若手リーダー育成の時
で、班長業務を50代のベテランから
30～40代の若手へと交代しました。
　ベテランは管理業務から離れ、若
手にマンツーマンで
技術指導を行うこと
ができ、経験と技術

を継承するとともに従業員全体の技
術レベルを底上げし、人材の育成に
努めています。

―	 御社の製品などについてお
聞かせください。

江口社長　標準車では出来ない差
別化商品、オーダーメイドのボデー
製造を手掛けています。お客様であ
る荷主のことまで考えて「付加価値
の期待」に応えられる製造・架装を行
なっています。
　車両本体の耐用年数が伸びていく
中で、荷台の載せ替えや補修修理な
ども増えてきてますが、その際もお
客様の要望以上のご対応、ご提案を
心がけています。

―	 オーダーメイドではどのよう
な需要が多いのでしょうか?

　主力はやはり平ボデーになります。
荷台の床材変更やクレーンの架装な
どでは、積載重量の確保が難しいで
すが、長年培ったノウハウと技術で要
望に応えています。
　荷主様の使い易さを考え、荷台
フックの間隔や数の変更などの工夫
も行ないます。
　また大型車を丸ごと搬入できる塗
装工場もありますので、オーダー塗
装業務も多くいただいております。

―	 今後の抱負、方向性などはい
かがですか？

　創業以来、群馬・埼玉を中心に営業
してきましたが、本年3月19日、北関
東自動車道が全面開通し、会社のす
ぐ近くには伊勢崎インターチェンジ
ができました。栃木・茨城とつながっ
たこの地の利を生かし、栃木・茨城方
面に積極的な営業活動を展開してい
きたいと思います。
　またCADによる車体設計にも力
を入れており、お客様が完成をイ
メージしやすい3D画像での提案が
できるようにCAD活用を進めていき
ます。

　北関東自動車工業㈱は1974年、
関東いすゞ自動車㈱の子会社とし
て、物流の発展により日本経済を支
え、地場産業である農業・畜産業の
活性化へ貢献していくという高い意
識のもと、地元の名士たちによって
設立された。その志は現在も地元上
州を愛する江口司郎社長により受け
継がれている。

　創業当初から平ボデーの製造を
中心に、群馬・埼玉の地元生産者、物
流業者のニーズに応え、確かな信頼
と実績を積み重ねてきた。完成車の
多様化が進む中でも、更に「かゆいと
ころに手が届く」「期待以上の付加価
値づくり」を常に意識し、顧客満足度
を高める差別化商品の提案と、「荷
主」のことまで考えたオーダーメイド

の製品作りを進めている。
　顧客の要望を受け、小型車から大
型車まであらゆる車種の架装を手
がけている同社であるが、広い工場
内では、大型トラックがひときわ目を
引く。10月に架装を終えた牛運搬車
は、12頭の牛を一度に運べる最大
級といえる製品で、牛が歩く長いス
ロープの駆動部を軽くするため、ウイ
ンチを使用するなど工夫を凝らした
製品である。長年、地場産業の流通
を下支えしてきた同社が手掛けるト
ラックは、畜産、野菜、豆腐、飲料など
を運ぶための架装の需要も多い。
　敷地には架装待ちの大型トラック
がずらりと待機し、架装工場・塗装工
場・屋外作業場、どこも元気な従業員
が見られ活気溢れる工場であった。
　

NET WORK　会員会社紹介 NET WORK　会員会社紹介

● 特 徴・沿 革

会員会社紹介
Vol.65

北関東自動車工業㈱
2011年北関東自動車道全面開通
地の利を活かし、積極的営業を展開
　北関東自動車工業㈱は、群馬県伊勢崎市にある。赤城山、榛名山、妙
義山の上毛三山に囲まれ、好天には浅間山を臨むことができる。カカァ
天下とともに、上州名物の「赤城おろし」と呼ばれるからっ風が強く吹く
広い敷地に本社工場がある。

取材／車体工業会事務局次長　山尾一元

DATA
■本社
　〒379-2213
　群馬県伊勢崎市五目牛町344番地
　TEL　0270-62-3711㈹
　FAX　0270-62-6098
　URL：
　http://www.kitakantojikou.co.jp
■資本金　2千万円
■従業員　32名
■事業所規模
　敷地　約14,754㎡
　工場　約3,110㎡
■車体工業会加入
　1974年（トラック部会）

江口 司郎 代表取締役　

● 製　品

● 人

牛が上りやすいように長いスロープのついた牛運搬車。スロープはウィンチで巻き上げる。

大型車をそのまま搬入できる塗装工場

伊勢崎駅高崎駅

高崎線

東武伊勢崎線

伊勢崎IC

北関東自動車工業㈱

高崎JCT

駒形IC
高
崎
I
C

上越新幹線

前橋IC

関越自動車道

上信越
自動車道

両毛線

経営理念は「CS経営・効率経営」
社是は「感謝・誠実・前進」

広い敷地に架装待ちのトラックが並ぶ。

今年は38度超えの猛暑に見舞われた群
馬県。工場天井にルーフファンを新しく
設置して乗り切った。
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　インファステック㈱の創業は1963年、当時ロンドンで上
場していた工業用ファスナーのグローバルメーカーであ
るアブデル社の日本における製造販売会社としてスタート
した。インファステックグループは世界150ヶ国に販社・工
場を持つグローバル企業であり、革新的なテクノロジーと
グローバルネットワークを通じて、自動車産業をはじめ、電
機、建築などあらゆるモノづくり産業に、高度なファスニン
グ技術と付加価値を提供している。
　グループ拠点のあるイギリスでは顧客本位に基づいた、
新しい発想と技術革新でユーザーニーズにマッチした新
製品を作り出し続けており、産業革命の国のこの発想力、
発明マインドに片岡社長は常に感嘆するという。
　リベットはシンプルがゆえに改良が難しい。世界的なコ
スト削減競争の中で、ユーザーに導入メリット（20％以上の
コスト削減効果）を提案するには、リベット単体の性能向上
に加えて、工程システムの提供も不可欠である。連発式リ
ベットを自動装填機と組み合わせ、さらなる作業性の向上
を提案したり、ロボットによるオートメーション・システムの
開発にも積極的に取り組んでいる。
　こうした徹底した効率化への探求姿勢こそ、無駄を削ぎ
落とす中で、新たなる価値を見つけ出す発想力の源となっ
ているのかもしれない。

　同社の製品群はネジ・ナット・ボルト、冷間鍛造品、近年で
はスマートフォンやコンピュータのHDDで使われるマイク
ロスクリューなど、豊富なラインナップを誇る。今回は最新
のブラインドリベット「アブボルト」を紹介する。
　リベットの一番の特長は、片側から打ち込む一工程で締
結できるという点である。ボルト＋ナットより簡単に材料に
密着し高いゆるみ止め効果を発揮する。さらに溶接に比し
ても、技術習得期間をかけずに高速で均一な作業が可能
であり、異種材料の接合にも適している点があげられる。

驚異の締結力を
コンマ数秒で実現！
　「アブボルト」は、
リベットの特長を持
ちながらも、超高強
度により高い軸力
を持たせることができるので、
構造物への使用も可能になっ
た。従来ボルト・ナットでなけれ
ば強度を保てなかった箇所にもリベットを用いることがで
きるようになったのである。
　これだけの強さの太いリベットを打鋲するには従来の空
気圧では力不足となるため、油圧を利用する専用工具も開
発された。これによりわずか1秒以下で高い軸力を維持し
た締結作業者を楽にこなすことができる。今後、さまざま
な産業において幅広い箇所への採用が期待される。

VOICE　資材部会ビジネスネットワーク VOICE　資材部会ビジネスネットワーク

資材部会ビジネスネットワーク
STAGE 55

私たち資材部会は、部会会員を専門分野ごとにグループ分けを行い、3分科会13グループからなる「ビジネス
ネットワーク」を設置しております。この「ビジネスネットワーク」は、会員のより強い連携と結束を実現し、
架装メーカーに対するより積極的な協力体制が展開されています。
「VOICE」では、シリーズで部会会員会社の製品及び技術が開発されるまでの経緯を紹介していきます。

インファステック㈱超高強度ブラインドロックボルト

片岡　進
（1972年入社）
代表取締役社長

日本法人トップとして海外を飛び回
る。明るく見通しのよい現在のオフィ
スは片岡社長が設計を行なった。

インファステック㈱
代表取締役社長 　片岡　進
「顧客第一主義」を理念とし、最先端のテクノロジーとグローバルネット
ワークを通し、より一層の顧客満足度を目指します。
【本社】	 〒224-0032
	 神奈川県都筑区茅ヶ崎中央3-1センター南SKYビル1階
	 TEL：045-947-1200  http://www.infastech.co.jp/

締結の瞬間、ブラインド側
のスリーブが筒状からナッ
ト状へ変形していく様はグ
ニャリとスローモーション
を見ているようだ。

　セーレン㈱は1889年に創業、1923年に福井精練加工
株式会社として設立。絹の精練業からはじまり、各種繊維
製品の染色加工分野で日本一の規模に発展し、1973年
に社名をセーレン㈱に変更した。天然繊維から合成繊維ま
で、そして糸から最終繊維製品までの企画～製造～販売
の一貫機能を備えた「総合繊維メーカー」であり、自動車の
シート材ではトップシェアを誇る。
　創業100年を超える
老舗が開発した画期的
なシステム、それがデ
ジタルプロダクション
システム「Viscotecs®

（ビスコテックス）」だ。
これまでの職人技に頼
るアナログ的なモノづくりに「IT技術」を取り入れ、「お客様
のほしいものを・ほしいときに・ほしいだけ」を提供すること
を可能にした。
　ビスコテックスは染色技術はもとより、機械、電気、電子、
情報など様々な分野の最先端技術が集約され、繊維製品
の企画から製造・販売までを「時間差ゼロ・距離感ゼロ」で
進めることに成功した。
　ビスコテックスでの製作方法を簡単に説明すると、
①デザインや型紙などをパソコンでデジタル化　②この
データを取り込み、型紙から3D画像を作成し、デザインを
マッピング　③色や柄をシミュレーションして画面上で確
認する　④決定したデザインを様々な布地に染色し、忠実
に再現して出力する　⑤出てきた布地を型通りに断裁し
て縫製すれば完成となる。

セーレン㈱100年を超える技術と最先端のITの融合

小林健一
（1992年入社）
自動車内装材部門　車両資材営業部

ビスコテックスのオリジナル内装の営業を
担当。

セーレン㈱
代表取締役会長兼社長/最高経営責任者　川田達男
「目指すは グッドカンパニー」
株主、お客様、社員、地域社会にとってよい会社
【車両資材部】	 〒910-0067　福井県福井市新田塚1-60-1
	 TEL：0776-23-5252
	 http://www.seiren.com/

　表現力は色数で
1677万色を誇り、
1着～大量ロットを
製造することができ
る。デジタルデータ
なので、海外でデザ
インされたものを

ネットワーク経由で、時間差なく日本で出力することも可
能だ。

　自動車用内装材は、耐久
性はもちろん、防汚・防水機
能や撥水性、消臭機能、静電
気防止機能など、時代ととも
に快適性を求められてきた。

セーレン㈱はトップシェアメーカーとして、常に様々なファ
ブリックを開発し応えてきた。最近では、まゆから抽出、高
度精製した天然たんぱく質「セリシン」を付与し、“肌にやさ
しい”というユニバーサルデザイン性をも兼ね備えたシー
ト表皮材も実現している。
　そしてビスコテックスによりデザイン面の自由度を格段
に向上させ、内装材に様々なオリジナルデザインの広がり
をもたらしたのである。

連発式リベット
本体内にリベットを装填
して、連発で打鋲するこ
とができ、作業効率を大
幅に向上させた。

オリジナルデザインのシート

優先席マークを入れたオリジナルシート。

このスリーブ部分がナッ
ト状に変形して、材料同
士を強くかしめる。

打鋲方向
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　街を走るバンのバックドアの左下に当会の環境基準適合ラベル
をよく見かけると思います。それとともに白地に緑文字「グリーン
経営認証」という大きなラベルを見かけたことはありませんか？
　この車体NEWSの裏表紙に毎号広告を掲載していますのでご存
知の方も多いかと思いますが、今回はこの認証制度の内容につい
て紹介します。

第14回

「グリーン経営認証制度」
とは？

Q 制度の概要は？

Q 特長は？

　環境対応の重要性がますます高まる中、燃料の削減や低公害車の
導入等、環境に配慮したグリーン経営の実践が求められています。こ
の認証制度は交通エコロジー・モビリティ財団（以下エコモ財団）が、
輸送事業者等のグリーン経営の実践度合いを客観的に評価し、一定
レベル以上の事業者を認証、登録をする制度です。

 1 事業者での環境保全活動が具体的で取組みし易い
中小規模の事業者でも取組みし易いように取組み項目をチェックリストで分り易く具体的に示している。

 2 環境改善の効果が実証されている
業種毎の実態に合った具体的活動で実効があがり易く、いろいろな調査でも効果が実証されており、企業
の体質改善にも繋がっている。

 3 認証登録の費用が易い
１事業所　15.5万円～　（事業所数に応じて増加）

 4 改正省エネ法での推奨輸送業者となっている
06年に施行された改正省エネ法では運輸部門も規制対象となり荷主に対しては「環境に配慮している輸送
事業者（ＩＳＯ１４００１やグリーン経営認証を取得した事業者）を選定する」が配慮事項として明記されている。

 5 グリーン購入法での推奨
０７年のグリーン購入法で特定調達品目として輸配送も対象となり「エコドライブを推進する措置が取られ、
第三者の客観的な審査を受けている」ことが明記さ、グリーン経営認証事業者が対象となっています。

Q 認証取得のメリットは？

Q 認証取得の流れは？

Q 具体的なグリーン経営推進項目とは？

業種毎に違うがトラック輸送事業者の場合は……

廃棄物の適正な管理の項では「車体
工業会　環境基準適合ラベル」付き
車両を保有しているか？
がチェック内容となっています。

Q 交通エコロジー・モビリティ財団とは？

⑴燃料コスト低減
　①取得会社は全国平均に対し２７．９％良い
　②取得後の燃費向上
　　新規申請時と2年後の更新審査時での向上
　　…トラックで４．８％、バスで３．２％、タクシーで３．０％向上

認証取得者への調査によると、
取得効果は大きい

⑵交通事故減少
　取得前と取得1年後の交通事故発生件数比較
　トラックで25.1%減少、バスで８．６％減少、タクシーで１０．５％減少

大項目 小項目 チェック項目

廃車・廃棄物の発
生抑制、適正処理
およびリサイクル
の推進

廃 車・廃 棄
物の適正な
管理

環境にやさしい車体で
あることを表す“環境
基準に適合した架装
物”を導入している

高齢者や障害のある方々が安全かつ快適に移動できる交通システムの実現と、人と地球にやさしい社会環境
の実現を目指して活動を推進しています。

お年寄りや障害のある方をはじめ全ての
人々がスムーズに移動できるような（バリア
フリー）交通機関の実現の推進

運輸交通部門でのCO2排出問題を中心に、
「地球温暖化」防止方策、地球環境と共生
できる交通システム構築実現の推進

モビリティ事業

エコロジー事業

マニュアル申込みから、申請まで。

改
善
の
取
組

●申請は審査希望日の
３週間前までに送付

マ
ニ

ア
ル
の
申
込
み

チ

ク
の
実
施

チ

ク
結
果
の
確
認

認
証
審
査
申
請

認
証
基
準
達
成

是
正
処
置

実
地
審
査

●
１年後

●
2年後

審
査
結
果
の
判
定

認
証
・
取
得

●

審査後（不適合がない場合）
3～4週間後

定
期
審
査
書
類
審
査
）

更
新
審
査（（
実
地
審
査
）

認
証
基
準
に
達
し
て
い
な
い
場
合

申請から取得、更新まで。

認証取得の要件 ○すべての認証基準が取組まれていること
○取組内容が確認できる書類が整備されていること

マニュアルに具体的チェック項目が分かり易く記載されており、
エコモ財団のホームページでも公開されています。

エコモ財団ホームページ
http://www.ecomo.or.jp/
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オーディオの魅力
㈱五光製作所　橋本 更

　オーディオの醍醐味は、フル・オーケストラのゴージャス
な響き、バイオリン独奏の神聖な響き、そしてジャズ・ピア
ノトリオの三者一体となってスイングする演奏等を、あた
かも生演奏の特等席で聞くような、しかも自分独りで独占
して楽しむことが出来ることではないかと思う。勿論、良い
音を求めて、アンプやスピーカー等のオーディオ機器の組
み合わせを変えたりすることも、オーディオのもう一つの
醍醐味であるが、現在の私は、この辺のところは落ち着い
ていて、演奏を楽しむことに専念している。
　音源は、今では一般的となっているCD（コンパクト・ディ

スク）が多いが、アナログの３０cmのLPレコードも時々聞く
こともある。どちらの音源も、溝に信号が入力されており、
CDはレーザー光線を溝に当てて、光の反射を利用する非
接触式であり、LPは針が溝に直接触れる接触式である。
技術的な知識が乏しい私には、なぜこの溝からすばらしい
オーケストラの演奏がリアルに再生されるのが、不思議に
思えてならない。繊細なバイオリンの高音部とチェロ、コン
トラバスの低音部が左右に分離し、フルートやオーボエの
独奏がぽっかりと中央に浮かび上がり、部屋を揺るがすよ
うなティンパニーの連打が上段奥から響き渡る。要するに
各楽器の位置と奥行きがはっきりと判るように再生される
のが、誠に不思議である。もう一つの不思議は、技術的に新
しいCDの方が、良い音が聞けると思われるが、実際には、
購入したCDが全て良い音で録音されているわけではな
い。一方、50年以上前に録音されたステレオLPでも、非常
に感動を与えてくれるものもある。現在の録音は、技術の
進歩に溺れて、肝心な事を忘れているのではないかと、勝
手に思ったりしている。
　さて、現在のオーディオ装置
は、一目惚れで購入し、スピー
カーとは46年間の付き合いで、
家内よりも長い。ついでに言う
と、家内も一目惚れである。
　最近、スピーカーを替えよう
かとオーディオ雑誌を読み始め
た。家内の反応が心配である。

間違わなければ「山登り」は成功したようなものだと言うの
だ。半信半疑ながら薦められたそれは私の小遣いを遥か
に超える靴だった。（実は後にその効果と威力を知ることと
なるのだが・・・）

　決していい
コ ン ディショ
ンとはいえな
かったが無事
に下山し、ささ
やかな反省会
をしている時、
彼がボソッとつ

ぶやいた。「足は痛くなかったの？」・・・ニヤリと笑う。初めて
靴選びの大切さを実感し、友人に感謝した瞬間だった。
　かくして「山の先輩」から「入山許可証」をもらった私だ
が、初心者マークにもかかわらず、頭の中はすでに南アル
プスなのである。

五十路の夢
日本フルハーフ㈱　木下 正之

　夏の朝、空はスッキリと晴れ。早朝の為か、まだ気温は
思ったほど上がっていない。家族には申し訳ないと思いつ
つ家を出る。日常を一時離れての自分の時間。澄んだ空
気を思いっきり吸い込みながら遠くに見える頂を目指す。
清々しい空気、待ち望んだ時間・・・
　「私の初めての山」のイメージがあっさり壊れたのは８月
の初旬、前の週末の悪天候を理由に１週間後に計画を延期
した土曜日だった。実際は今にも降り出しそうな曇り空。不
快指数を軽く超えていそうな湿気と視界を遮る霧。前日の
雨で緩んだ足元と水溜まり。そして予想以上に流れ出す汗
と異常な喉の渇きだった。
　山の先輩達には叱られると思うが、自然と自分の体力を
甘くみていたのだ。こうして私の「山」デビューは長年抱い
てきたイメージとは少し違ったものとなった。背中の荷物
の重みや運動不足による足の痛みや疲れは予想していた
が、そう簡単に「別天地気分」は味合わせてもらえなかった
のだ。
　それもこれも長年食べたいものを好きなだけ食べ、飲
みたい酒を好きなだけ飲む生活習慣が原因と反省し諦め
よう。五十路の挑戦には気力、体力（筋力）、計画と準備。そ

して家族の理解が
必要なのである。
数年前から誘われ
ながら、なかなか実
現しなかった山だ
が、もうひとつ必要
なのは友人だ。彼
は山登りの先輩で
あり、仕事のパート
ナー。今回彼は「靴
選び」から買い物に
付き合ってくれた。
彼曰く、靴選びさえ

COFFEE BREAK COFFEE BREAK

私の趣味と友人とのつながり
㈱モリタエコノス　西村 徹

　毎年夏にキャンプを企画し、友人家族と共にかれこれ１０
年以上連続してあちこちに行っています。最近のキャンプ
場は非常に便利になっています。私はキャンプ場なんて最
低限の設備しかないものと思っていましたが、キャンプ場
によっては電源があり、コンロや食材が準備されていて手
ぶらで行くことも可能になっています。（今どき当たり前で
私が古いのかもしれませんが）私はあまり便利なところで
はキャンプをした気にならないので、あえて不便なところ
を選びます。
　始めるきっかけは、友人との何気ない話の成り行きから
なのですが、始めた当初はいろいろ失敗したものです。何

しろキャンプ初心者ばかりが集まってキャンプに行ったた
め、何を準備していけばよいかをほとんど打合せもせずに
行った結果、箸を忘れる、明かりのないキャンプ場なのにラ
ンプを持っていない、など思い起こせば笑い話のようなこ
とをやってきました。さすがに最近は回数を重ねているの
で、そんなことはありませんが。
　山や川べり、湖でキャンプをし、アスレチック、水泳、カ
ヤックなどで体を動かし、バーベキューや飯ごう炊爨で野
外にて食事をし、夜空を見上げ、きれいな空気を胸いっぱ
い吸う。普段忙しい日々の中で、時間が過ぎるスピードが
速いのですが、たまに自然の中でゆったりとした時を過ご
すのは、私にとっての最高の気分転換になります。子供達
にとっても新鮮な発見、感動、経験になっています。
　最近はキャンプに行くと子供達についていくのが精一
杯で体力の低下を感じます。学生時代は体育会系クラブに
所属しており、体力には自信があっただけに、情けなく感じ
ます。今後は楽しくキャンプをするため、健康のため、もう
一度鍛え直そうと思っています。
　人とのつながりを大切にして、この趣味を続けると共に
新たな趣味を開拓していきたいと思います。
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我が社の元気人 DATA FLASH

三菱ふそうバス製造㈱
技術部　生産設計Ｇ

木
き の し た

下 由
ゆ み こ

巳子さん ① 合計
 ・	4月～9月の累計生産台数は対前年比22％減で、'09年比

較でも6％減と低水準
 ・	大震災の影響で激減したが、その後回復傾向にあり7月

91％、8月107％、9月96％となった。
② 非量産車合計
 ・	4月～9月の累計生産台数は対前年比5％減であるが、'09

年比較では19％増
 ・	震災後4月、5月と回復傾向ではあったが、直近では7月

115％、8月114％、9月110％と急激に回復している。
③ 特装車
 ・	4月～9月の累計では前年並（輸送系車両が7％増、作業系

車両が1％減、輸出が35％減）
 ・	6月以降はシャシ供給が復活し、7月44％増、8月11％増で

あったが、直近の9月は一部シャシメーカーの生産遅れが
あり5％減となった。

④ 特種車
 ・	4月～9月の累計では対前年比9％増（車椅子移動車9％

増、緊急用車69％増、その他11％減）
 ・	7月は13か月ぶりに前年比で増加、以降8月は31％増、9月

は54％増と3か月連続で前年を上回っている。

2011年4月～9月　会員生産状況概要

合計（非量産車＋量産車）

トヨタ車体㈱
ボデー設計部

大
お お

橋
は し

 あゆみさん

技術部は新しく
挑戦することが

多くて楽しいです！

⑤ 平ボデートラック（除くシャシメーカー標準車）
 ・	4月～9月の累計では対前年比13％増。'09年比では70％増
 ・	6月以降はシャシ供給が復活し、25％を超える増加が続い

ている。
⑥ バン
 ・	4月～9月の累計では対前年比12％減、'09年比較では

20％増
 ・	トラック同様にシャシ供給が復活した6月は12％減まで回

復、8月以降は前年超えとなっている。
⑦ トレーラ
 ・	4月～9月の累計では対前年比26％増（平床3％減、バン

94％増、コンテナ5％増、その他25％増）
 ・	直近では、7月は13％増、8月は33％増、9月同19％増と

なっている。
⑧ 大中型バス
 ・	4月～9月の累計では対前年比45％減（路線48％減、観光

49％減、自家用17％減）
 ・	大震災後の影響で観光需要が減少している。

⑨ 小型車（小型部会員の委託生産の乗・商用車）
 ・	4月～9月累計では対前年比24％減（国内30％減、輸出

15％減）であるが、'09年比較では9％減となった。
 ・	6月以降はサプライチェーンが復旧、直近の9月は6％減ま

で回復している。

非量産車合計

Ｑ１　どんなお仕事ですか。
　標準車に、お客様のご要望を追加する「特別仕様」の設
計をしています。主に窓関係、扉本体を担当しています。
難しいこともありますが、仲間の知恵を借りながら楽しく
やっています。

Ｑ２　仕事で楽しいときは
　いかにお客様のご希望通りに造り上げるかを技術部だ
けでなく、あらゆる部署のプロ達と模索しながら方向性を
決めていく作業は、自分の勉強不足を実感する場にもな
りますが、新しく挑戦する場でもあり、楽しいです。

Ｑ3　仕事でつらいこと
　昔話でありますが、技術部では“女性に難しい仕事をさ
せたら可哀相。補助的な仕事で十分”といった『男の職場』
感覚があったことがつらい印象として残っています。今で
は、老若男女全く関係なく、対等に計画、検討の段階から
責任を持って取り組ませてもらっています。

Ｑ4　これまでの仕事の中で
	 印象に残っている出来事は？
　「落球試験」に立ち合わせてもらえた事です。交通事故
等を想定し、フロントガラスに運転手の頭にみたてた球を
一定の高さから落とし、ガラスの割れ具合を見る試験で
す。割れる瞬間を初めて見たのですが、これが本当の頭
だったらと思うと怖くなりました。

Ｑ5　御社のPRをしてください！
　ご注文頂いたバスをお客様の期待値以上に仕上げられ
る様、製造に関する部署は勿論のこと、当社で働く者全て
が愛情を持ってバスに接しています。

Ｑ１　どんなお仕事ですか。
　車両のボデー分野の設計をしています。デザイン意匠
を成立させるため、衝突安全性、法規等をボデー構造へ織
り込む設計業務を担当しております。　

Ｑ２　仕事で楽しいときは
　自分の設計した車両が、街中を走っているのを見ると嬉
しくなります。
　たまにディーラーへ車を見に行ったりもします。

Ｑ3　仕事でつらいこと
　最近は時代の流れが速く、流れを常にウォッチしながら
設計業務を進めて行くのが大変です。

Ｑ4　これまでの仕事の中で
	 印象に残っている出来事は？
　北米生産車種を担当していた時、現地の方と英語での
やりとりが大変だったことです。英語が苦手な上、専門的
な言葉も使わなくてはいけなく、辞書で何度も調べなが
らメールで何とか対応しました。
　問題点も無事解決でき“Thank you”の文字を見た時
は、ホッとしました。。

Ｑ5　御社のPRをしてください！
　トヨタグループの完成車両メーカーを目指して、従業員
一丸となって取り組んでいます。	 　　　
より良い車造りを今後も続けて行きますので、トヨタ車体
をよろしくお願いします！

自分の設計した
車両を見ると、
嬉しくなります！
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特装車

車体工業会会員生産台数の公表について
　昨今の急激な景気変動にともなう業界全体の状況をいち早く社会全体
へ公表するために、生産台数データを当会ホームページに公開しておりま
すので、下記サイトをご覧下さい。
　http://www.jabia.or.jp/data/index.php
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※詳細は日本自動車車体工業会のホームページをご参照下さい。
http://www.jabia.or.jp

■日　時	 2012年1月20日㈮　14：30～17：00
■場　所	 自動車会館１階　くるまプラザ会議室
■内　容	 会員各社の新技術、新製品に関しての発表5件

当会パンフレットの
刷新について

このたび、当会の案内パンフレットを刷新
いたしました。５年ぶりとなる刷新の主な内
容は、ページ数を６ページから８ページに、
環境等活動内容の追加とレイアウトの変更
を行い更に見易いパンフレットにいたしま
した。１１月末に完成いたしましたので、必
要部数を連絡いただければ送付します。

2012年 自動車関係4団体共催　
新春賀詞交歓会のご案内

　◆日　　時	 ２０１2年１月5日（木）　１6：0０～１7：３０
　◆場　　所	 ホテルオークラ「平安の間」
	 港区虎ノ門2−10−4　TEL ： ０３−３５８２−０１１１
　◆参加費用	 １名につき、10,000円
　◆問い合わせ先	 一般社団法人
	 日本自動車車体工業会 総務部
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編集後記

車体工業会新任挨拶
総務部　柿

かき
内
うち

　幸
ゆき

子
こ

　当会に10月3日からお世話
になっております。明るく元気
に、皆様のサポートができれば
と思っております。どうぞよろ
しくお願いします。

　　東京モーターショーに合わせ新車発表が続いたが、最
近の技術的進歩には目を見張るものがある。一昔前には３
リッタカーという100km/３ℓの低燃費車は空力最優先の
非現実的なクルマだったが、今はEV、HVはもちろん、普通
のガソリン車まで、更には７０万円台の軽自動車までそれ
に近い燃費となっている。次から次へと難題をブレイクス
ルーしていく技術者の知恵と努力に感動すら覚え、日本の
技術力を頼もしくとも思う。
　幸いモータショー入場者数も大幅増で大盛況だが、場所
をビッグサイトに移したなどの各種活性化策の成果だけで
なく、新技術に基づいた魅力的なクルマが続々と発表され
ていることが理由と思い、国内市場活性化に期待が持てる。
　今号の特集にも掲載したように当会でも「希望と元気を
車体に乗せて～働くクルマが大集合～」というテーマで合
同展示を実施した。車体や特装車に関してもいろいろな
新技術が採用されており、広く社会にPRする場になったと
思っている。今後もいろいろな場面で「働くクルマ」の有用
性をPRしていきたい。

この会報「車体NEWS」は、主として自動車車体にかかわる法令改正等の動きを情報としてとりまとめ、春、夏、秋、冬の4回、季刊発
行により関係方面の方々に毎回およそ1,700部を送付させていただいております。送付先は当工業会会員事業所他全国の大型
車等の自動車販社、各都道府県のバス、トラック協会、バス、トラックの大手ユーザー、全国の経済産業局、運輸局、運輸支局、自動
車検査（独）検査部・事務所、日本自動車車体整備協同組合連合会、軽自動車検査協会及び自動車関係団体となっております。

㈱アイチコーポレーション製

　最大地上高8.8ｍの自走式高所作業車。コンパクト
なボデーに自由度の高い高所作業装置を装備し、設備
メンテナンスなど、狭い場所での作業に威力を発揮し
ます。作業現場環境をクリーンに維持するため、動力に
バッテリーを使用し、床面に跡が付きにくいノーマーキ
ングタイヤを採用しています。

高所作業車
「マックスリーチWU09A」
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広報委員交代のお知らせ
稲
いな

見
み

　 龍
りゅう

　京成自動車工業㈱　（特種部会）
　このたび、森川修次氏（トヨ
タテクノクラフト㈱）に変わり、
新たに稲見龍氏が特種部会広
報委員に就任しました。よろし
くお願いいたします。


